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小
林
神
社
仏
閣
寺
院
改
帳 

解
説 

本
文
書
は
元
禄
十
一
（1

6
9

8

）
年
に
小
林
郷
の
地
頭
館
役
人
よ
り
本

府
（
鹿
児
島
藩
）
の
寺
社
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
郷
内
に
存
在
す
る
神
社
、

仏
閣
、
寺
院
合
計
百
余
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。 

 
 

小
林
で
は
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
旧
地
頭
館
を
始
め
、
多
数
の
旧

郷
士
屋
敷
が
灰
燼
に
帰
し
、
近
世
古
文
書
が
極
め
て
少
な
い
。 

そ
の

中
で
明
治
二
年
に
赤
木
通
園
に
よ
り
纏
め
ら
れ
た
小
林
誌
と
本
改
帳

は
当
郷
の
近
世
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。 

当
文
書
は
複
写
本
が
小
林
図
書
館
に
あ
り
、
又
旧
家
の
脇
元
家
に
は

別
写
本
が
残
っ
て
い
る
。
脇
元
家
写
本
に
は
「
明
治
四
十
年
六
月
脇
元

家
秘
蔵
の
古
文
書
に
依
り
こ
れ
を
写
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
図
書

館
本
は
脇
元
家
秘
蔵
の
原
本
か
ら
の
直
接
コ
ピ
ー
か
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
原
本
の
所
在
、
経
緯
を
知
る
人
も
な
く
確
認
は
出
来
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
内
容
は
同
じ
な
の
で
脇
元
家
写
本
を
底
本
と
し
、
図

書
館
本
で
校
合
し
て
現
代
文
訳
を
進
め
た
。
訳
文
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
註

釈
と
し
て
他
資
料
か
ら
の
引
用
、
及
び
可
能
な
限
り
の
現
状
と
写
真
を

載
せ
た
。
又
巻
末
に
原
文
翻
刻
及
び
原
文
陰
影
（
図
書
館
本
）
を
載
せ

た
の
で
読
者
の
参
考
に
資
す
る
と
信
じ
る
。 

 
 

本
改
帳
は
小
林
の
神
社
仏
閣
に
関
し
て
纏
め
た
最
も
古
い
一
次
史

料
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
百
七
十
年
後
の
明
治
二
（1

8
6

9

）
年
に
成
立
し

た
小
林
誌
は
、
著
者
が
国
学
の
徒
で
あ
る
た
め
神
社
に
つ
い
て
は
詳
し

く
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

小
林
誌
の
二
十
年
程
前
の
天
保
十
四
（1

8
4

3

）

年
に
鹿
児
島
藩
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
三
国
名
勝
図
会
の
中
で
も
小
林

の
主
要
神
社
と
寺
院
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
四
十
（1

9
6

5

）
年

に
小
林
市
史
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
神
社
仏
寺
の
章
で
も
前
記
三
書

の
参
照
が
多
い
。 

又
改
帳
に
は
昭
和
二
（1

9
2

7

）
年
時
点
の
メ
モ
加

筆
が
あ
り
、
現
存
、
合
祀
、
廃
絶
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

本
改
帳
成
立
の
頃
は
中
世
か
ら
続
く
神
仏
習
合
で
あ
り
、
殆
ど
の
神

社
は
権
現
と
呼
ば
れ
仏
閣
や
寺
院
を
併
設
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
明
治

元
（1

8
6

8

）
年
の
神
仏
分
離
法
以
後
全
て
神
社
と
な
り
、
仏
閣
や
寺
院

部
分
は
廃
絶
し
た
が
、
神
社
部
分
に
関
し
て
は
三
十
社
中
十
五
社
の
現

存
を
確
認
し
た
。 

寺
院
に
関
し
て
は
、
残
念
な
事
に
主
要
寺
院
は
本
改
帳
に
先
ん
じ
て

報
告
し
た
か
ら
と
云
う
理
由
で
寺
院
名
だ
け
で
内
容
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。
一
部
の
寺
院
は
三
国
名
勝
図
会
及
び
市
史
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
訳
注
で
紹
介
し
た
。
但
し
旧
寺
院
は
幕
末
明
治
の
廃
仏
棄

釈
で
完
全
に
廃
絶
し
墓
地
だ
け
が
残
っ
た
。 

又
独
立
し
た
仏
閣
と
し
て
本
改
帳
に
は
薬
師
堂
、
阿
弥
陀
堂
、
地
蔵

堂
、
観
音
堂
な
ど
が
所
在
地
と
共
に
列
記
し
て
あ
る
が
殆
ど
が
門
（
か
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ど
）
内
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
門
に
属
す
る
農
民
の
信
仰
の
拠

り
所
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

門
の
長
で
あ
る
名
頭
（
み
ょ
う
づ
）
の

敷
地
等
に
堂
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
が
本
改
帳
以

外
の
記
録
は
極
め
て
少
な
い
。
多
く
は
幕
末
明
治
初
期
の
廃
仏
棄
釈
で

廃
棄
焼
却
さ
れ
た
事
が
考
え
ら
れ
、
本
改
帳
に
載
る
七
十
五
堂
の
中
七

堂
の
復
活
継
承
が
確
認
で
き
た
。 

 

小
林
郷
の
隣
高
原
郷
の
永
濱
家
に
残
る
高
原
所
系
図
（
拙
訳
）
の
慶

応
四
年
（1

8
6

8

）
年
閏
四
月
三
日
の
項
に
当
時
の
生
々
し
い
状
況
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
狭
野
権
現
脇
宮
の
千
手
観
音
及
び
寺

内
諸
仏
は
三
日
に
焼
失
し
た
。 

仁
王
は
石
で
で
き
て
い
る
の
で
脇
の

山
内
に
捨
て
ら
れ
た
。
次
第
に
村
々
に
神
道
が
入
る
事
に
よ
り
郷
内
諸

仏
は
焼
か
れ
る
か
破
棄
さ
れ
た
。
高
原
に
お
け
る
諸
仏
焼
却
棄
却
の
役

は
曽
於
郡
よ
り
派
遣
さ
れ
、
高
原
の
後
は
小
林
や
東
霧
島(

高
崎
郷)

へ

移
っ
て
行
っ
た
」
と
あ
る
。
維
新
の
蔭
に
隠
れ
た
蛮
行
と
し
か
思
え
な

い
。 

 

本
書
の
目
的
は
三
百
年
前
に
崩
し
字
で
書
か
れ
た
郷
土
の
古
文
書

を
活
字
化
（
翻
刻
）
及
び
現
代
文
に
し
て
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
で
あ

る
。
神
仏
に
対
す
る
造
詣
も
知
識
も
持
合
せ
て
居
な
い
筆
者
で
あ
る
が
、

註
釈
と
し
て
他
書
に
よ
る
情
報
と
そ
の
後
の
推
移
及
び
現
状
写
真
を

追
加
し
て
い
る
の
で
、
更
に
研
究
を
深
め
よ
う
と
云
う
人
に
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

 

尚
本
稿
の
本
と
な
る
改
帳
コ
ピ
ー
と
同
写
真
を
提
供
頂
い
た
小
林

史
談
会
会
員
の
脇
元
り
つ
子
氏
及
び
、
近
郊
の
み
な
ら
ず
、
小
林
の
秘

境
と
も
云
う
べ
き
木
浦
木
迄
数
度
訪
れ
、
神
社
仏
閣
四
十
ヶ
所
余
の
写

真
撮
影
、
及
び
聞
取
り
等
で
精
力
的
に
現
状
調
査
頂
い
た
同
会
員
羽
島

俊
二
郎
氏
に
感
謝
を
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

令
和
三
年
十
月 

 
 

高
橋
駿
雄 

 
 

裏表紙写真説明 

 

霧島峯神社第一旧跡 
霧島山（高千穂峰）九合目に建立され、承和四
（837）年官社に指定された。その後文暦元
（1234）年の御鉢の大噴火で此地から山裾の瀬
戸尾に移転する。 更に享保元（1716）年の新
燃嶽噴火で霧島山中から下山し小林近郊に遷座
する。 
写真は平成廿一（2009）年筆者登山時に撮影し
たもの。バックの山は高千穂峰頂上近辺。 
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が
あ
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書
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林
町
郷
土
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書
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霧
島
仏
花
林
寺
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杖
院
神
徳
院
由
緒
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鹿
児
島
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立
図
書
館 

 

小
林
史
談
会
誌
ひ
な
も
り
五
号
（
昭
和
三
九
年
） 

七
号
（
昭
和
四
一
年
） 

八
号
（
昭
和
四
二
年
） 

十
号
（
昭
和
四
四
年
） 

二
十
号
（
昭
和
五
四
年
） 

二
三
号
（
昭
和
五
七
年
） 

四
五
号
（
平
成
十
七
年
） 

五
十
号
（
平
成
二
二
年
） 

五
一
号
（
平
成
二
三
年
） 

五
九
号
（
令
和
元
年
） 

  

脇
元
家
写
本
の
内
表
紙 

 

 

同
内
表
紙
裏 
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二
八 
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岡
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四
二 

 
 

 

七
三 

 
 

九
二 

東
方
村
内
赤
木 
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七
五 

保
揚
枝
門
正
観
音
堂
他
八 

 

五
一 

 
 

 
 

 
 

一
〇
〇 

 

東
方
村 

 
 

 

飯
谷
門 

 

薬
師
堂
他
六 
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史
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一
一
一 
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神
社
の
部 

真
方
村
旧
城
内 

〇
荒
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

斎
藤
但
馬 

〇
水
天 右

は
小
林
城
内
に
あ
り
、
城
が
島
津
家
に
属
し
た
当
初
か
ら
崇

め
ら
れ
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

昔
は
こ
の
地
は
三
之
山
（
み

つ
の
や
ま
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
島
津
義
弘
公
の
所
領
に
な
っ

た
以
後
、
城
の
名
を
用
い
、
島
津
家
の
代
に
は
小
林
と
云
い
ま
し

た
。
神
の
由
来
や
建
立
の
時
期
は
不
明
で
す
。
以
前
は
神
領
と
し
て

小
林
門
の
中
に
荒
神
免
地
と
し
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
召
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

以
後
小
林
地
頭
か
ら
毎
年
祭
米
と
し

て
一
俵
宛
出
米
が
あ
り
ま
す
。 

 

注 

小
林
城
が
島
津
家
に
属
し
た
の
は
天
正
四
（1

5
7

6

）
年
か
ら
で

あ
る
が
、
元
和
元
（1

6
1

5

）
年
の
幕
府
の
一
國
一
城
制
に
よ
り
廃
城

と
な
る
。
荒
神
は
三
宝
荒
神
の
略
で
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
を
守
る
神
。

水
天
は
水
を
掌
る
神
、
竜
神
で
い
ず
れ
も
仏
教
の
神
で
あ
る
。
本
文

書
の
昭
和
二
年
の
書
込
に
は
愛
宕
神
社
に
合
祀
と
あ
る
。
小
林
誌

で
も
幕
末
時
点
で
旧
城
内
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
、
廃
仏
の

対
象
で
は
な
く
明
治
以
降
に
合
祀
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

現
在
は
旧
城
内
の
一
角
に
山
之
神
が
近
隣
有
志
氏
子
に
よ
り
祀

ら
れ
て
お
り
、
明
治
二
三
（1

8
9

0

）
年
建
立
以
来
数
回
建
替
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
山
之
神
に
関
し
て
は
、
ひ
な
も
り
二
〇
号
（
昭
和
五

四
年
）
に
佐
藤
重
信
氏
の
詳
細
な
建
立
経
緯
の
寄
稿
文
が
あ
る
が
、

朽
ち
た
祠
の
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
云
う
。 

 
 

 
  近隣有志により近年建立の山の神   

 昭和四十年改築 真方 803－５付近 

 

霧島連山を望む小林城址（元和元 1615 年 

廃城） 
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真
方
村
内
中
間 

〇
八
王
子
大
権
現 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

斎
藤
但
馬 

同
村
一
谷
門
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇
十
一
面
観
音
堂 

八
王
子
大
権
現
の
本
地
堂 

 
 

右
は
以
前
北
原
家
が
支
配
し
て
い
た
頃
は
神
領
と
し
て
五
町
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
東
家
の
支
配
の
後
、
島
津
家
支
配
に

な
り
祭
米
五
俵
宛
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
慶
長
三
（1

5
9

8

）
年

に
神
領
二
石
が
宛
が
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
目
録
は
今
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
神
領
が
召
上
げ
ら
れ
た
時
よ
り
、
毎
年
御
祭
米
と
し
て
五
斗
弐

升
五
合
を
頂
戴
し
、
年
二
回
の
御
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

神
の
由

来
や
建
立
の
時
期
は
不
明
で
す
。 

 

注
１ 

八
王
子
大
権
現
は
近
江
国
八
王
子
山
の
山
岳
宗
教
と
天
台
宗

が
習
合
し
た
も
の
で
平
安
時
代
に
全
国
に
拡
が
っ
た
と
云
う
の
が

通
説
だ
が
、
当
社
の
由
来
記
は
異
説
で
八
王
子
と
は
義
経
の
義
の
字

を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
社
祖
の
斎
藤
常
陸
が
鎌
倉
よ
り
勧
請
し

て
小
林
の
真
方
に
安
置
し
た
と
云
う
。 

 

 

昭
和
二
年
書
込
で
永
井
左
膳
に
移
管
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時

代
後
期
天
保
十
四
（1

8
4

3

）
年
成
立
の
三
国
名
勝
図
会
（
以
下
三
国

と
略
）
で
も
既
に
社
司
永
井
氏
と
な
っ
て
お
り
、
石
磴
廿
間
（
石
段

三
十
六
Ｍ
）
を
渡
っ
て
本
殿
に
至
る
と
あ
る
。
又
島
津
義
弘
が
飯
野

在
城
の
頃
、
し
ば
し
ば
参
詣
し
た
と
記
す
。 

島
津
義
弘
は
永
禄
七
（1

5
6

4

）
年
に
北
原
兼
親
に
代
わ
り
飯
野
城

主
と
な
り
、
伊
東
氏
と
小
林
の
領
有
を
争
う
。
天
正
四
（1

5
7

6

）
年

真
幸
院
全
体
（
小
林
、
高
原
含
む
）
の
領
主
と
な
り
、
天
正
十
六
（1

5
8

8

）

年
栗
野
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
真
幸
院
全
体
領
主
と
な
っ
た
凡
そ
十

年
間
の
内
に
屡
々
訪
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

明
治
初
年
の
神
仏
分
離
後
は
八
王
子
社
と
し
て
市
史
で
も
特
に
詳

し
く
記
述
し
て
お
り
、
近
世
は
小
林
郷
北
半
分
の
総
鎮
守
廟
で
あ
り
、

幕
末
の
居
地
頭
名
越
左
源
太
が
着
任
早
々
参
詣
す
る
な
ど
相
当
崇
敬

し
て
お
り
、
関
連
文
書
も
永
井
家
に
残
っ
て
い
る
と
云
う
。 

今
も
同
家
が
代
々
管
理
し
て
居
ら
れ
、
現
在
の
社
殿
は
平
成
廿

（2
0

0
8

）
年
に
同
家
に
よ
り
改
築
と
の
事
で
あ
る
。 

 

注
２ 

仁
王
像
に
つ
い
て 

仁
王
像
は
神
仏
習
合
時
代
に
仏
教
の
敵
を
寄
付
け
な
い
と
す
る
金

剛
力
士
像
で
あ
る
。
幕
末
明
治
の
廃
仏
棄
釈
対
象
に
な
っ
た
が
、
石

で
出
来
て
居
る
た
め
焼
却
で
き
ず
、
山
に
捨
て
る
か
地
中
に
埋
め
た

よ
う
で
あ
る
。 

そ
の
後
破
壊
の
禁
止
（
明
治
五
年
）、
信
仰
の
自
由

（
明
治
八
年
）
以
降
復
帰
し
、
旧
権
現
神
社
の
多
く
は
仁
王
像
を
今

に
残
し
て
い
る
。 

八
王
子
社
の
仁
王
像
は
享
保
七
（1

7
7

2

）
年
の
銘
が
あ
り
、
高
さ

百
七
十
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
尚
こ
の
仁
王
像
は
直
立
で
は
な
く
、

少
し
屈
ん
だ
姿
勢
の
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。 

口
を
開
け
た
阿
形
（
あ
ぎ
ょ
う
）
像
は
物
事
の
始
ま
り
を
表
し
、

口
を
閉
じ
た
吽
形
（
う
ん
ぎ
ょ
う
）
像
は
物
事
の
終
を
表
し
て
い
る

と
云
う
。
対
で
置
か
れ
る
が
左
右
の
決
ま
り
は
特
に
な
い
よ
う
で
あ

る
。
現
代
人
の
感
覚
と
し
て
阿
吽
と
左
か
ら
右
に
読
む
の
で
左
に
阿

形
像
の
方
が
馴
染
易
い
。 
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         八王子社鳥居と社殿  

鳥居は平成十（1998）年に木製より金属製に更新される。  

 

現在の八王子社殿と境内 平成二十（2008）年頃改築 

        真方 4224 付近 
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吽(うん)形像、身長 175cm 

 

阿（あ）形像、身長 162cm 

 

三国名勝図会に記された廿間（36ｍ）の石

段。 現在 57 段だが元々は 70 段余あった

と言われる。 

 
階段を登り終えると鳥居の前の仁王像が

迎える 
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真
方
村
内
窪
谷 

〇
熊
野
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

社
司 

齋
藤
太
郎
兵
衛 

〇
薬
師
如
来 

 

右
本
地
堂 

 
 

 
 

 

堂
司 

長
福
寺 

 
 

右
は
以
前
神
領
と
し
て
窪
谷
門
の
内
宮
田
と
云
う
所
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
其
後
召
上
げ
ら
れ
、
毎
年
の
御
祭
は
自
前
で
行
っ

て
い
ま
す
。
神
の
由
来
や
建
立
時
期
は
不
明
で
す
。 

 

注 

熊
野
権
現
は
熊
野
三
山
に
祀
ら
れ
る
神
で
神
仏
習
合
の
時
代
に
全

国
に
勧
請
さ
れ
た
と
云
う
。 

神
仏
習
合
の
考
え
方
と
し
て
、
日
本
の
神
（
権
現
）
は
仏
教
の
仏

の
仮
の
姿
で
あ
り
権
現
の
元
は
仏
で
あ
る
。
そ
の
元
の
仏
を
本
地
（
ほ

ん
じ
）
と
云
い
、
大
日
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、
観
音
、
薬
師
如
来
等

の
仏
が
比
定
さ
れ
た
。 

本
地
堂
と
は
権
現
の
本
来
の
仏
を
祀
る
堂

で
あ
る
。 

明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
法
で
全
て
の
権
現
社
は
神
社
と
な
り
、

併
設
の
仏
閣
は
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
。
昭
和
二
年
書
込
で
斎
藤
多

宮
に
委
嘱
と
あ
る
が
、
現
在
は
窪
谷
の
住
宅
地
の
一
角
に
熊
野
神
社

と
し
て
残
っ
て
お
り
、
堂
内
に
は
種
々
の
仏
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。 

昭
和
五
四
（1

9
7

9

）
年
ひ
な
も
り
二
〇
号
の
佐
藤
重
信
氏
寄
稿
に

よ
れ
ば
、
熊
野
神
社
は
三
百
坪
程
の
境
内
が
あ
り
子
供
の
頃
仁
王
像

と
相
撲
を
取
り
遊
ん
だ
。
昭
和
二
十
七
八
年
の
台
風
で
神
社
倒
壊
後

全
て
取
壊
さ
れ
た
様
で
、
仁
王
像
は
市
内
本
佛
寺
（
日
蓮
宗
）
に
引

き
取
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
社
殿
は
前
述
の
場
所
に
小
さ
く
移

設
さ
れ
て
い
る
が
、
仁
王
像
に
つ
い
て
本
佛
寺
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

寺
の
移
転
な
ど
あ
り
現
住
職
の
知
人
宅
に
預
け
て
あ
る
と
の
事
で
あ

る
。
そ
こ
で
此
度
住
職
に
撮
影
の
許
可
を
戴
き
、
近
郊
知
人
宅
訪
問

し
た
が
同
氏
敷
地
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

現在の熊野神社 真方 882‐17 付近 
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脇宮堂には仏像が納められている 

 

旧熊野神社にあった仁王像 （現在本佛寺） 
身長吽像 157cm、阿像 143cm、造立年不明     細野 5740－1378 付近 

 

     祠内の神像 

御神体として、丸い石が祀られている事が
多い 
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東
方
村
内
中
窪 

〇
今
熊
十
二
所
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
宮
司 

齋
藤
円
乗
坊 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

右
権
現
の
本
地
堂 

 
 

 

右
は
以
前
神
領
と
し
て
中
窪
門
の
内
宮
田
と
云
う
所
が
付
け
置

か
れ
ま
し
た
が
、
今
は
召
上
げ
ら
れ
た
の
で
自
前
で
神
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。 
神
の
由
来
や
建
立
時
期
は
不
明
で
す
。 

 注
１ 

今
熊
権
現
は
昭
和
二
年
書
込
で
現
在
の
村
社
と
あ
る
。 

今
は
熊
野
神
社
と
し
て
東
方
地
区
の
鎮
守
社
（
市
史
） 

 
 

 

注
２ 

神
領
に
つ
い
て 

 
 

古
代
に
は
神
領
は
律
令
制
度
で
朝
廷
か
ら
保
護
さ
れ
た
が
、
中
世

に
な
り
神
領
の
裁
量
も
鎌
倉
幕
府
に
移
る
。
同
幕
府
は
寺
社
を
保

護
し
、
「
守
護
は
山
門
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
の
原
則
を
維
持
し
た
。

し
か
し
南
北
朝
の
争
乱
以
後
、
神
領
、
社
領
は
所
の
領
主
武
士
の

裁
量
す
る
事
と
な
っ
た
。
そ
し
て
戦
国
時
代
に
入
る
と
神
領
、
寺

領
は
武
士
に
蚕
食
さ
れ
る
。
あ
る
領
主
は
保
護
し
て
も
代
替
り
や

領
主
変
遷
で
大
き
く
変
わ
り
、
完
全
に
取
上
げ
ら
れ
る
事
が
多
か

っ
た
様
子
を
こ
の
改
帳
で
も
述
べ
て
い
る
。 

 
 島

津
家
は
比
較
的
社
領
、
神
領
に
つ
い
て
は
好
意
的
だ
っ
た
よ

う
だ
が
文
禄
四
（1

5
9

5

）
年
の
太
閤
検
地
で
大
き
く
削
ら
れ
て
い

る
。
薩
摩
の
一
の
宮
で
あ
る
新
田
八
幡
は
千
石
の
社
領
が
認
め
ら

れ
て
い
た
が
、
検
地
後
全
て
召
上
げ
ら
れ
た
と
云
う
（
旧
伝
記
）。 

 
 

 
熊野神社社殿  東方 3076 
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鳥居奥の楠は平成十二（2000）年小林の巨樹に撰ばれた。樹齢推定 200 年。 
仁王像身長吽形像 147cm，阿形像 148cm、奉納年不明 

 

巨木に囲まれ神社らしい雰囲気がある 
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堤
村
内
福
人 

〇
今
宮
八
幡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

社
司 

 
 

斎
藤
但
馬 

 
 

右
は
文
亀
二
（1

5
0

2

）
年
八
月
に
伴
兼
延
（
北
原
兼
延
）
の
建
立

で
あ
り
、
其
後
天
正
十
三
（1

5
8

5

）
年
十
二
月
十
五
日
、
島
津
義
弘

公
が
再
興
さ
れ
神
領
を
与
え
て
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
召
上
げ
ら

れ
た
の
で
自
前
で
御
祭
を
勤
め
て
い
ま
す
。 

神
の
由
来
は
不
明
で

す
。 

 注 

小
林
誌
で
は
文
亀
二
（1

5
0

2

）
年
の
棟
札
が
あ
る
と
云
う
。
三
国

で
は
天
正
十
三
（1

5
8

5

）
年
に
義
弘
公
新
建
と
あ
る
。 

か
な
り
古

い
神
社
の
一
つ
で
あ
り
、
両
書
が
言
及
し
て
い
る
の
で
幕
末
迄
は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
市
史
で
は
今
日
所
在
も
分
か
ら
な
い
と
記
し

て
い
る
。 

 

北
西
方
村
内
種
子
田 

〇
宇
賀
大
明
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

 
 

斎
藤
但
馬 

 
 

右
は
以
前
神
領
と
し
て
種
子
田
門
の
内
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
召
上
げ
ら
れ
て
今
は
自
前
で
お
祭
り
を
勤
め
て
い
ま

す
。
神
の
由
来
や
建
立
の
時
代
は
不
明
で
す
。 

 注 

小
林
誌
や
三
国
に
も
載
り
、
三
国
で
は
神
体
凡
そ
十
一
體
、
霧
島

権
現
の
末
社
と
あ
る
。
小
林
誌
で
は
神
の
體
に
生
え
た
稲
を
種
と
し

て
蒔
く
様
に
と
あ
っ
た
の
で
其
神
を
祭
っ
た
と
あ
る
。
市
史
に
よ
れ

ば
明
治
十
年
岡
原
の
諏
訪
神
社
に
合
祀
し
、
諏
訪
神
社
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

 

細
野
村
内
に
あ
り
霧
島
六
方
六
所
の
一
つ 

〇
雛
守
六
所
大
権
現 

惣
廟
（
本
社
） 

 
 

 

社
司 

黒
木
佐
土 

〇
十
一
面
観
音 

右
権
現
の
本
地
堂 

 

右
は
天
正
八
（1

5
8

0

）
年
二
月 

義
弘
公
が
造
立
、
神
領
と
し
て

三
町
八
反
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
召
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

慶
長
三
（1

5
9

8

）
年
に
五
石
分
が
与
え
ら
れ
、
其
目
録
は
今
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
是
も
召
上
げ
ら
れ
、
今
は
一
石
七
斗
三
升
七
合
を
与

え
ら
れ
毎
年
二
度
の
御
祭
を
勤
め
て
い
ま
す
。 

 

注
１ 

雛
守
六
所
権
現
は
天
正
五
（1

5
7

7

）
年
野
火
で
社
は
焼
亡
し
た

が
翌
年
造
立
さ
れ
、
義
弘
公
の
時
代
の
天
正
六
（1

5
7

8

）
年
の
棟
札

が
あ
る
。
又
光
久
公
（
第
二
代
鹿
児
島
藩
主
）
の
時
再
興
さ
れ
、
貞
享

三
（1

6
8

6

）
年
の
棟
札
が
あ
る
。 

 
 

文
政
七
（1

8
2

4

）
年
神
体
社
殿
と
も
に
焼
失
し
た
の
で
、
藩
主
斉

興
公
の
時
代
に
神
体
を
新
た
に
彫
刻
し
て
再
建
し
、
天
保
十
五
（1

8
4

4

）

年
の
棟
札
が
あ
る
。
し
か
し
嘉
永
元
（1

8
4

8

）
年
再
び
社
を
焼
失
、
再

建
さ
れ
文
久
二
（1

8
6

2

）
年
二
月
の
藩
主
忠
義
公
の
棟
札
が
あ
る
（
小

林
誌
）
。 

そ
の
後
明
治
六
（1

8
7

3

）
年
霧
島
峯
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
（
昭
和

二
年
書
込
）。 

昔
天
正
の
頃
迄
宝
光
院
は
当
社
の
別
当
寺
と
云
う
（
三
国
） 

尚
三

国
に
載
る
雛
守
大
権
現
の
図
（
次
頁
）
は
文
政
七
年
の
焼
失
後
、
再
建

さ
れ
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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注
２ 

霧
島
六
方
六
所
の
意
味
は
色
々
解
釈
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
中
央

権
現
（
霧
島
山
中
瀬
戸
尾
）
の
周
り
の
雛
守
権
現
（
小
林
）、
東
権
現

（
高
原
）
西
権
現
（
霧
島
）、
荒
嶽
権
現
（
都
城
）
狭
野
権
現
（
高
原
）

東
霧
島
権
現
（
高
崎
）
の
六
方
六
所
を
云
う
（
三
国
、
小
林
誌
）。 

 
 

注
３ 

夷
守
名
称
考 

 
 

小
林
の
地
は
古
代
に
は
ひ
な
も
り
（
夷
守
）
と
云
わ
れ
て
い
た
事

か
ら
、
ひ
な
も
り
（
夷
守
）
岳
、
ひ
な
も
り
（
雛
守
）
権
現
と
名
付

ら
れ
た
と
想
像
で
き
る
。
古
書
に
よ
れ
ば
夷
守
が
多
い
が
、
神
社
に

限
り
雛
守
権
現
、
雛
守
神
社
と
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。「
夷
」
は

元
来
未
開
人
と
か
蛮
人
を
示
す
の
で
神
社
に
使
う
場
合
は
雛
を
充
て

た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。 

で
は
地
名
の
夷
守
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
日
本
書
紀
（
七
二
十
年

成
立
）
の
景
行
天
皇
紀
十
八
年
に
以
下
の
文
が
あ
る
。 

十
八
年
春
三
月
、
天
皇
は
み
や
こ
に
向
か
う
た
め
筑
紫
の
国
を
巡

幸
し
た
。
最
初
に
夷
守
に
到
着
す
る
と
、
岩
瀬
川
の
辺
に
群
衆
が
見

え
る
。
天
皇
は
こ
れ
を
見
て
側
の
者
に
「
あ
の
集
ま
っ
て
い
る
人
々

は
何
者
だ
ろ
う
、
賊
だ
ろ
う
か
」
を
言
わ
れ
、
兄
夷
守
と
弟
夷
守
の

二
人
を
遣
し
た
。
弟
夷
守
が
帰
り
「
諸
県
君
泉
媛
が
帝
に
お
食
事
を

差
上
げ
よ
う
と
、
そ
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
報
告
し

た
。 

後
の
人
々
は
こ
こ
で
登
場
す
る
夷
守
が
小
林
の
地
で
あ
る
と

し
て
い
る
。 

こ
の
日
本
書
紀
成
立
の
八
世
紀
に
は
既
に
小
林
の
地
は
夷
守
と
呼

ば
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
が
、
十
世
紀
の
延
喜
式
諸
国
駅
馬
制
度

（
九
二
七
年
成
立
）
で
駅
名
と
し
て
野
後
（
野
尻
）、
夷
守
、
真
斫

（
真
幸
）
等
の
名
が
見
え
る
。 

 
 

 

      霧島山系の内、雛守嶽（夷守とも書く） 

古代の小林の地名は夷守と云い、神社権現は雛守と昔から使い分けている。 
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三国名勝図会に載る雛守権現全景 天保十三（1842）年頃 
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霧
島
山
中
瀬
太
尾 

〇
瀬
太
尾
中
央
大
権
現 

 
 

 
 

 
 

 

座
主
𠮷
松 

内
小
野
寺 

〇
大
日
如
来 

本
地
堂
に
鎮
座 

〇
熊
野
三
所
権
現 

〇
水
天
社 

右
は
島
津
家
代
々
が
崇
敬
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
書
記
す
事
も
あ

り
ま
せ
ん
。
前
に
は
神
領
と
し
て
二
町
三
反
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
召
上
げ
ら
れ
自
前
で
御
祭
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 注 

小
林
誌
に
詳
し
く
載
る
が
、
初
め
は
霧
島
峯
神
社
と
し
て
高
千
穂

と
御
鉢
の
間
、
瀬
戸
尾
に
あ
り
、
平
安
時
代
初
期
に
は
既
に
史
書
に

載
る
。
そ
の
後
文
暦
元
（1

2
3

4

）
年
の
御
鉢
の
大
噴
火
で
同
場
所
に

再
建
は
不
可
能
と
な
り
、
韓
国
岳
と
高
千
穂
峰
の
間
の
瀬
戸
尾
に
移

る
。
享
保
元
（1

7
1

6

）
年
の
新
燃
嶽
の
大
噴
火
迄
こ
の
瀬
戸
尾
に
四

百
七
十
八
年
間
鎮
座
し
て
い
る
。
本
改
帳
の
頃
は
霧
島
山
中
の
瀬
戸

尾
（
瀬
田
尾
、
瀬
太
尾
と
も
云
う
）
に
あ
っ
た
。 

 

享
保
の
噴
火
で
全
て
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
御
神
体
は
奇
跡
的
に
掘

出
さ
れ
て
下
山
し
一
時
小
林
の
細
野
岡
原
に
仮
宮
を
構
え
十
四
年
鎮

座
、
後
に
夷
守
岳
東
側
（
築
地
）
に
遷
座
し
た
。
神
仏
分
離
の
後
明

治
六
（1
8

7
3

）
年
雛
守
神
社
を
合
祀
し
、
同
神
社
跡
地
に
霧
島
峯
神

社
と
し
て
現
在
に
至
る
。 

 

  
 

 

霧島峯神社大鳥居 
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中世から近世の権現と呼ばれた神仏習合の神社の名残で仁王像が残る。 
身長阿 196cm、吽 210cm、享保元（1716）年銘あり、これは新燃噴火で瀬戸尾 
山中から小林近郊へ避難の年である。 

 
霧島中央権現の流れをくむ霧島峯神社 細野 4937 
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       三国名勝図会に載るこの絵は雛守嶽東側（築地）に有った時の 

ものと思われる。  天保十三（184２）年頃 



 23 
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細
野
村
瀬
太
尾
里
坊 

〇
今
坊
王
子
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
宮
司 

今
坊 

大
白
房 

〇
十
一
面
観
音 

 
 

同
権
現
本
地
堂
に
鎮
座 

 
 

右
は
霧
島
山
中
の
瀬
太
尾
中
央
権
現
の
里
坊
で
あ
り
、
御
祭
は
自

前
で
勤
め
て
い
ま
す
。 

 

注 

里
坊
と
は
山
中
の
寺
に
勤
め
る
僧
の
人
里
に
お
け
る
宿
泊
施
設
。

こ
の
改
帳
が
書
か
れ
た
元
禄
十
一
（1

6
9

8

）
年
頃
中
央
権
現
は
霧
島

山
中
の
瀬
戸
尾
に
あ
り
、
併
設
す
る
別
当
寺
（
瀬
戸
尾
寺
）
の
僧
が

人
里
に
出
張
し
た
場
合
に
滞
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

享
保
元
（1

7
1

6

）
年
の
新
燃
の
噴
火
で
瀬
太
尾
中
央
権
現
が
壊
滅

し
た
時
、
灰
の
下
か
ら
掘
出
し
た
御
神
体
は
下
山
し
て
此
の
王
子
権

現
の
側
に
穴
を
掘
り
安
置
し
た
。
し
か
し
降
灰
が
収
ま
ら
ず
、
更
に

北
西
六
キ
ロ
程
の
細
野
岡
原
に
避
難
し
、
そ
こ
に
仮
宮
を
建
て
十
四

年
鎮
座
し
た
。
後
夷
守
岳
東
側
に
宮
が
再
建
さ
れ
遷
座
し
た
。
従
っ

て
瀬
戸
尾
か
ら
下
山
以
降
は
里
坊
の
機
能
は
不
要
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
市
史
に
は
享
保
四
（1

7
2

0

）
年
の
王
子
権
現
と
し
て
の
棟
札

が
載
っ
て
い
る
。
昭
和
二
年
書
込
に
現
存
と
あ
る
。 

 

現
存
す
る
神
社
の
確
認
は
で
き
た
が
社
殿
は
な
く
、
個
人
宅
氏
神

風
の
小
さ
な
祠
で
あ
る
。
但
し
王
子
権
現
時
代
の
仁
王
像
は
残
っ
て

お
り
、
祠
の
小
さ
さ
と
対
象
的
で
あ
る
。
霧
島
中
央
権
現
を
引
継
い

だ
霧
島
峯
神
社
の
仁
王
像
は
身
長
二
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
り
、
こ
の

王
子
神
社
の
仁
王
像
の
身
長
も
百
七
十
セ
ン
チ
前
後
で
決
し
て
小
さ

い
方
で
は
な
い
。 

 
 

 
仁王像は往時を偲ぶ様で大きい 身長阿形像 175cm，吽形像 163cm      

細野 5562－4 
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今坊王子神社堂宇  
広かった境内も四方から開発されたようである。 

 

格子の奥に御神体（仏像） 

 

境内の崩れた石塔 
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細
野
村
内 

〇
早
鷹
天
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
宮
司 

齋
藤
鴨
左
衛
門 

 
 

右
は
大
永
二
（1

5
2

2

）
年
三
月
十
八
日
に
勧
請
し
た
と
の
事
で
、

由
来
は
南
天
竺
龍
沙
川
の
水
天
の
御
子
と
の
事
で
す
。
毎
年
御
祭
は

自
前
で
勤
め
て
い
ま
す
。 

 注
１ 

昭
和
二
年
書
込
で
高
原
村
麓
霧
島
神
社
に
合
祀
と
あ
る
。
底
本

で
は
南
天 

龍
際
川
、
図
書
館
本
で
は
南
天 

龍
済
川
と
な
っ
て
い

る
が
、
元
禄
の
頃
発
刊
さ
れ
た
天
竺
物
語
書
に
マ
ガ
タ
国
の
り
う
さ

川
、
又
は
龍
沙
川
と
云
う
の
が
あ
り
、
仏
教
経
典
に
出
て
来
る
古
代

イ
ン
ド
の
川
の
名
と
思
わ
れ
る
の
で
、
訳
に
当
り
南
天
竺
の
龍
沙
川

と
し
た
。
元
々
水
天
は
仏
教
の
神
で
あ
る
。 

 

小
林
誌
と
三
国
で
は
拝
鷹
天
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
由
緒
は
細
野

吉
富
山
付
近
で
景
行
天
皇
の
軍
隊
が
吉
富
山
麓
の
丘
陵
に
飛
来
し
た

鷹
に
鼓
舞
さ
れ
て
熊
襲
に
勝
っ
た
の
で
、
鷹
を
天
神
と
し
て
祀
り
山

を
鷹
導
山
と
云
っ
た
と
あ
り
、
水
天
の
話
は
出
て
い
な
い
。 

拝
鷹

と
早
鷹
の
読
み
は
ハ
イ
ヨ
ウ
又
は
ハ
イ
タ
カ
と
同
じ
で
あ
り
、
改
帳

の
早
鷹
天
神
は
、
小
林
誌
や
三
国
で
云
う
拝
鷹
天
神
の
事
と
考
え
る
。 

尚
早
鷹
、
拝
鷹
天
神
は
九
州
内
に
幾
つ
か
あ
り
、
熊
本
菊
池
市
の

早
鷹
天
神
は
水
の
神
、
福
岡
小
郡
市
に
は
隼
鷹
神
社
が
あ
り
仲
哀
天

皇
の
熊
襲
征
伐
に
由
緒
、
県
北
の
日
之
影
町
に
も
拝
鷹
天
神
が
あ
り 

分
水
の
神
を
祭
る
。 

 注
２ 

改
帳
で
は
神
社
の
場
所
は
細
野
村
内
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
三
国

で
は
宝
光
院
よ
り
東
十
町
程
（
約
一
キ
ロ
）
に
あ
り
吉
富
城
址
の
山

上
に
あ
っ
た
と
云
う
。
こ
の
数
字
か
ら
見
る
と
永
田
平
公
園
の
辺
に

な
り
、
吉
富
城
の
範
囲
は
吉
富
山
に
留
ま
ら
ず
、
御
伊
勢
山
、
永
田

平
丘
陵
迄
含
む
事
に
な
る
。
小
林
誌
で
は
拝
鷹
神
社
は
拝
鷹
山
に
あ

っ
た
と
す
る
が
、
拝
鷹
山
が
現
在
の
永
田
平
の
丘
陵
を
言
う
の
か
否

か
確
認
は
で
き
な
い
。
又
同
誌
で
は
御
伊
勢
山
の
山
頂
に
は
天
照
皇

太
神
宮
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
同
山
は
現
在
個
人
所
有
地
で
立

入
り
確
認
す
る
事
は
出
来
な
い
。 

 
 

注
３ 

こ
の
吉
富
山
付
近
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
、
吉
富
城
又
は
三

之
山
城
と
し
て
小
林
の
中
心
だ
っ
た
。
古
代
か
ら
日
下
部
氏
、
中
世

前
半
は
北
原
氏
の
支
配
拠
点
で
、
九
世
紀
の
延
喜
式
駅
馬
制
度
の
夷

守
駅
も
こ
の
付
近
の
十
日
町
に
有
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

 
 小

林
の
旧
名
は
古
代
に
は
夷
守
、
中
世
は
三
之
山
と
言
わ
れ
る
が
、

三
之
山
の
由
来
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
。
小
林
誌
の
著
者
は
諸
説
を
並

べ
た
上
で
自
身
は
城
内
を
道
が
古
く
か
ら
二
本
通
っ
て
お
り
、
道
之

山
が
訛
っ
て
三
之
山
（
み
つ
の
や
ま
）
と
な
っ
た
と
云
う
。
現
在
も

吉
富
山
と
御
伊
勢
山
の
間
、
御
伊
勢
山
と
永
田
平
の
間
に
道
が
二
本

通
っ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
み
る
と
、
小
林
誌
の
著
者
の
認
識
も
吉

富
城
の
範
囲
は
永
田
平
迄
含
む
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

筆
者
は
古
代
の
夷
守
駅
跡
付
近
か
ら
見
て
低
い
が
山
三
つ
（
吉
富

山
、
御
伊
勢
山
、
永
田
平
）
で
三
之
山
城
と
命
名
さ
れ
、
城
名
か
ら

地
名
も
三
之
山
（
み
つ
の
山
）
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。 
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グーグルマップに見る細野吉富山付近（白色書込は筆者） 

 

        市街側から見る永田平丘陵、御伊勢山、吉富山 
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細
野
村
内
十
日
町 

〇
若
宮
大
明
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
宮
司 

黒
木
宇
兵
衛 

右
は
上
井
氏
が
崇
敬
し
た
も
の
で
、
諏
訪
治
郎
左
衛
門
殿
よ
り
祭 

米
の
供
出
が
あ
り
、
御
祭
を
勤
め
て
い
ま
す
。 

 注 

小
林
誌
に
よ
れ
ば
義
弘
公
が
小
林
を
領
有
し
た
時
、
上
井
次
郎
左

衛
門
秀
秋
を
地
頭
に
任
命
し
た
。
又
諏
訪
氏
は
上
井
氏
が
名
字
変
更

し
た
そ
の
後
の
地
頭
で
あ
り
、
以
後
そ
の
子
孫
が
代
々
鹿
児
島
よ
り

供
物
を
添
え
て
祀
る
と
あ
る
。
改
帳
は
大
明
神
だ
が
、
小
林
誌
他
全

て
八
幡
と
な
っ
て
い
る
。
市
史
で
も
こ
の
神
社
を
格
護
し
て
き
た
坂

元
家
を
鹿
児
島
よ
り
諏
訪
姓
の
人
が
昭
和
二
十
三
年
頃
訪
れ
、
神
社

復
興
の
話
が
あ
っ
た
事
を
載
せ
て
い
る
。 

 

現
在
坂
元
義
秋
氏
（
故
人
）
宅
の
前
庭
に
祀
ら
れ
、
同
氏
奥
様
が

世
話
を
さ
れ
て
い
る
。
諏
訪
家
と
の
交
流
は
義
秋
氏
生
前
の
頃
（
十

年
程
前
）
迄
は
あ
っ
た
が
、
今
は
無
い
と
の
事
で
あ
る
。 

今
の
社
殿
は
四
十
年
程
前
に
再
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
は
も
っ
と

小
さ
か
っ
た
由
で
あ
る
。
神
社
だ
が
御
神
体
は
三
体
の
仏
像
で
、
言

い
伝
え
で
は
こ
の
仏
像
は
幕
末
明
治
の
廃
仏
棄
釈
が
荒
れ
狂
う
時
も

全
く
安
全
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ひ
な
も
り
五
〇
号
（
平
成
二
二
年
）

で
杉
本
充
氏
が
義
秋
氏
と
面
談
し
た
様
子
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
世

襲
神
職
の
家
で
は
棄
釈
は
当
事
者
の
裁
量
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

云
っ
て
い
る
。 

坂
元
家
で
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
神
職
だ
っ
た
よ

う
で
最
後
の
神
職
秀
次
氏
は
明
治
十
六
年
、
四
十
五
才
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。 

 

 

 
        若宮八幡社     細野 2933（十日町） 
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  祠内 三体の仏像 

 

 

若宮八幡の札 

 

 堂宇内、仏像、神像、狛犬等 

 

狛犬 
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堤
村
内
岩
瀬 

〇
岩
戸
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
宮
司 

鹿
口
源
左
衛
門 

右
は
日
向
国
八
幡
の
御
子
と
の
事
で
す
。
大
宝
元
（7

0
1

）
年
十
月

十
五
日
に
祀
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
の
御
祭
は
自

前
で
勤
め
て
お
り
ま
す
。 

 

 

注 

小
林
誌
に
よ
れ
ば
幕
末
頃
は
神
領
と
し
て
二
斗
八
升
四
合
三
夕

二
才
あ
っ
た
と
記
述
あ
る
。
昭
和
二
年
に
現
存
し
村
社
（
堤
村
）

で
あ
る
書
込
あ
り
。
市
史
に
よ
れ
ば
岩
戸
神
社
は
現
在
も
鹿
口
家

で
代
々
祀
っ
て
い
る
と
あ
る
。 

        

 
 

 
山門の仁王像（阿形像） 
身長２m16cm、旧小林郷の現存仁王
像 7 対の内最大のもの 

 
岩戸神社仁王像 身長阿形像 216cm、吽形像 214cm  
安永八年奉納銘がある。 
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岩戸神社社殿 堤 4447 

 

社殿全景 
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北
西
方
村
内
岡
原
（
現
北
西
方
種
子
田
） 

〇
諏
訪
大
明
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

黒
木
佐
土 

右
は
以
前
神
領
と
し
て
二
反
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

召
上
げ
ら
れ
今
は
自
前
で
御
祭
を
勤
め
て
い
ま
す
。
神
の
由
来
は
不

明
で
す
。 

 注 

小
林
誌
で
も
岡
原
に
あ
り
、
先
例
に
よ
り
地
頭
館
よ
り
祭
米
七
升

五
合
出
る
と
あ
る
の
で
幕
末
頃
は
祭
米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。 

昭
和
二
年
に
現
存
し
諏
訪
神
社
と
し
て
村
社
で
あ
る
と
の

書
込
あ
り
。 

市
史
に
よ
れ
ば
明
治
十
年
頃
岡
原
か
ら
種
子
田
の
現
在
地
に
遷
座

し
、
元
来
種
子
田
に
あ
っ
た
宇
賀
神
社
を
合
祀
し
、
諏
訪
神
社
と
し

て
北
西
方
地
区
の
鎮
守
社
で
あ
る
。 

 

戦
後
の
政
教
分
離
政
策
で
神
社
に
は
一
切
の
公
的
支
援 

 
 

は

な
く
な
り
、
氏
子
が
主
に
支
え
る
だ
け
に
な
る
。
し
か
し
氏
子
の
老

齢
化
と
村
の
人
口
減
に
よ
り
、
も
は
や
神
社
の
支
え
手
も
な
く
、
専

ら
神
職
や
管
理
者
の
自
前
と
な
る
。
し
か
も
神
職
だ
け
で
は
生
活
も

成
り
立
た
ず
神
社
維
持
は
大
変
厳
し
い
と
云
う
神
社
関
係
者
の
話
を

聞
い
た
。 

こ
の
諏
訪
大
明
神
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
お
祭
り
も
こ
こ
し
ば
ら
く
無

い
と
云
う
地
元
の
人
の
話
で
あ
る
。 

 
 

 

此処より 300ｍ 
岡原の諏訪神社跡標識 

 

     二の鳥居及び石段 
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鳥居に諏訪神社と書いた立派な扁額が掛る。北西方 274－１（種子田） 

 

     現在の社殿 

 

コロナ禍で祭も中止の由 
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真
方
村
内
愛
宕 

〇
愛
宕
社 

 
右
は
以
前
諏
訪
氏
が
建
立
し
た
と
の
事
で
す
。 

 

注 

諏
訪
氏
は
小
林
が
島
津
領
と
な
っ
た
以
後
初
期
の
地
頭
を
勤
め
る
。

諏
訪
里
兼
、
兼
安
、
兼
利
等
の
地
頭
職
の
名
が
見
え
る
が
、
諏
訪
兼

利
が
寛
永
十
四
（1

6
3

7

）
年
か
ら
最
後
の
居
地
頭
を
勤
め
、
家
来
の

黒
木
氏
両
家
は
小
林
に
在
住
と
小
林
誌
に
あ
る
が
、
こ
の
頃
建
立
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

改
帳
の
記
述
は
右
の
様
に
至
っ
て
少
な
く
、
社
司
の
名
前
も
な
い
。

小
林
誌
の
記
述
も
、
家
久
公
（
初
代
鹿
児
島
藩
主
、
寛
永
十
五
年
没
）

の
武
運
長
久
を
祈
り
諏
訪
氏
が
建
立
、
そ
の
為
か
今
も
地
頭
館
か
ら

祭
米
七
升
五
合
が
出
て
い
る
と
そ
っ
け
な
い
書
き
方
で
あ
る
。
建
立

の
歴
史
が
新
し
い
為
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
小
林
で
最
も
大

き
い
神
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 近
代
に
小
林
の
市
街
地
と
な
っ
た
真
方
地
区
の
独
立
し
た
丘
に
立

地
し
て
お
り
、
明
治
以
降
の
事
業
者
や
有
力
者
が
市
街
地
に
住
み
氏

子
と
な
っ
た
た
め
繁
栄
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

鳥
居
、
石
段
等
近
代

の
有
力
者
の
寄
贈
が
多
く
残
っ
て
い
る
。 

昭
和
二
年
書
込
で
も
現

存
の
村
（
真
方
）
社
と
な
っ
て
い
る
。
又
小
林
史
談
会
会
誌
ひ
な
も

り
七
号
（
昭
和
四
一
年
発
行
）
に
は
「
愛
宕
の
研
究
」
と
云
う
大
橋

初
男
氏
の
詳
細
な
論
文
が
載
っ
て
い
る
。 

 
 

 

愛宕山山頂に建つ社殿   真方 42 
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南側大鳥居 この先の鳥居から石段が続く 
 

南側 83 段の石段 
西側に 67 段の石段がある 

 

     西側鳥居 

 

       社殿内 
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真
方
村
内
水
之
手 

〇
稲
荷
社 

 
右
は
小
林
城
が
島
津
家
に
属
し
た
時
か
ら
崇
め
ら
れ
て
来
ま
し

た
。
以
前
は
伊
東
領
で
し
た
が
天
正
年
間
に
島
津
軍
が
小
林
城
を
攻

め
ま
し
た
。
義
弘
公
が
二
の
丸
迄
攻
め
上
っ
た
時
、
須
木
か
ら
の
伊

東
方
援
兵
が
水
の
手
口
東
の
丘
に
陣
を
取
り
島
津
方
を
攻
め
ま
し

た
。 

そ
の
時
義
弘
公
の
甲
に
矢
が
当
た
っ
た
の
で
寄
せ
来
る
軍
兵
を
追

い
散
ら
し
、
こ
の
城
を
手
に
入
れ
た
ら
、
こ
の
丘
に
稲
荷
を
祀
る
と

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祈
願
が
叶
い
後
日
城
が
手
に
入
っ
た
の
で

稲
荷
社
を
建
立
し
、
神
領
と
し
て
東
方
村
内
の
大
窪
門
の
石
高
を
宛

て
て
祀
ら
せ
ま
し
た
。 

そ
の
後
神
領
は
召
上
げ
ら
れ
社
も
損
壊
し
ま
し
た
が
、
由
緒
あ
る

御
社
と
云
う
事
で
近
辺
の
人
々
が
今
で
は
修
復
し
十
一
月
三
日
に

祭
っ
て
い
ま
す
。 

 注
１ 

小
林
城
の
攻
防
は
永
禄
九
（1

5
6

6

）
年
で
島
津
家
が
小
林
を
手

に
し
た
の
は
天
正
四
（1

5
7

6

）
年
で
十
年
後
で
あ
る
。
こ
の
頃
の

建
立
と
思
わ
れ
る
の
で
改
帳
作
成
の
頃
よ
り
百
二
十
余
年
前
で
あ

り
、
そ
の
間
に
損
壊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

昭
和
二
年
書
込
で
愛
宕
神
社
に
合
祀
と
あ
る
が
、
近
年
愛
宕
神

社
か
ら
五
日
町
本
町
を
経
て
昭
和
四
十
（1

9
6

5

）
年
永
田
平
に
遷

座
と
な
っ
て
い
る
。 

 

          
 

 
 小林城址と手前の稲荷山。 山は所有者
が十数年前樹木伐採し、２ｍ程削ったが、
昔稲荷神社が此所に建立されていたと思
われる。山を削った時、土中から古賽銭も
何枚か出たとの事。  真方 4224 付近 

 
   現在永田平に祀る 

細野 2381－27 
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注
２
一
方
こ
の
須
木
兵
が
布
陣
し
た
稲
荷
山
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
程

西
の
小
高
い
丘
の
頂
上
に
高
住
神
社
が
あ
り
稲
荷
大
明
神
を
祀
っ

て
い
る
。
御
神
体
の
石
に
宝
暦
十
二
（1

7
6

2

）
年
の
記
述
が
あ

る
の
で
元
禄
の
改
帳
の
頃
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

他
の
書

に
も
記
述
は
な
く
由
来
等
知
る
由
も
な
い
が
、
今
で
も
丘
の
裾
に

小
さ
な
鳥
居
が
あ
り
、
丘
の
頂
上
に
は
小
さ
な
祠
が
あ
る
。 

 

最
近
は
訪
れ
る
人
も
な
く
、
山
道
も
樹
木
で
覆
わ
れ
て
登
る
事

も
難
し
い
。
こ
の
付
近
は
向
江
馬
場
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
近
世
は

上
ノ
馬
場
、
下
ノ
馬
場
と
共
に
地
頭
館
に
近
く
郷
士
の
居
住
地
だ

っ
た
。 

 
 

〇
高
住
神
社 

真
方
向
江
馬
場
（
四
年
前
の
写
真
） 

 
 

 

宝暦十二年 四月朔日 稲荷大明神と見える 

 

山裾道際の登り口に鳥居がある。  
高住神社扁額も最近は字が薄れて見え
ない。  

 

山頂の祠。 上の石の御神体を納める  
真方 1499 付近 
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肥
後
国
球
磨
郡
と
の
境
、
木
浦
木
巣
山 

〇
山
之
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
宮
司 

八
重
尾
筑
右
衛
門 

 
 

右
は
日
向
、
薩
摩
、
大
隅
国
の
山
之
神
の
惣
廟
で
あ
る
と
昔
か
ら

伝
え
て
い
ま
す
。 

天
正
の
初
め
頃
、
代
宮
司
八
重
尾
氏
が
大
鷹
を

取
っ
て
飯
野
城
の
義
弘
公
に
進
呈
し
た
と
こ
ろ
、
伊
東
三
位
入
道

（
義
祐
）
に
よ
り
此
地
か
ら
追
放
さ
れ
、
飯
野
城
の
支
城
の
今
城
に

移
り
ま
し
た
。 

 
元
亀
年
中
に
義
弘
公
が
小
林
を
手
に
入
れ
ら
れ

た
の
で
、
此
の
地
が
与
え
ら
れ
て
帰
村
し
、
代
宮
司
を
任
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。 

義
弘
公
は
此
神
を
特
に
崇
敬
さ
れ
、
祈
願
も
あ
り
此
社
を

建
立
さ
れ
て
願
文
が
あ
り
ま
す
。
八
重
尾
が
先
祖
代
々
で
御
祭
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

木
浦
木
吉
牟
田
山
ノ
口 

〇
山
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
宮
司 
八
重
尾
筑
右
衛
門 

 
 

右
の
吉
牟
田
に
八
重
尾
伊
勢
が
居
住
し
て
建
立
し
た
も
の
で

代
々
宮
司
を
勤
め
、
御
祭
も
自
前
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

木
浦
木 

 
 

 

〇
若
宮
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
人 

 

〇
山
之
神
（
中
ノ
八
重
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
人 

〇
山
神 

（
芋
八
重
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
人 

 
 

右
は
前
々
よ
り
先
祖
代
々
御
祭
を
自
前
で
勤
め
て
居
り
ま
す
。 

 
 

注
１ 

元
亀
三
（1

5
7

2

）
年
に
木
崎
原
の
戦
い
で
飯
野
城
主
島
津
義
弘

が
伊
東
方
に
大
勝
し
た
が
、
小
林
が
島
津
家
に
属
し
た
の
は
天
正
四

（1
5

7
6

）
以
降
で
あ
る
。
又
大
鷹
を
義
弘
公
に
献
上
し
た
と
あ
る
が
、

大
鷹
の
巣
を
発
見
し
、
雛
（
巣
鷹
）
を
献
上
し
た
。(

小
林
誌) 

こ
の

巣
鷹
を
訓
練
し
て
鷹
狩
に
使
う
も
の
で
足
利
将
軍
や
太
閤
秀
吉
か
ら

島
津
家
に
し
ば
し
ば
所
望
が
あ
っ
た
。
（
雑
録
） 

 
 注

２ 

八
重
尾
筑
右
衛
門
は
、
南
北
朝
争
乱
の
時
（
十
四
世
紀
）
南
朝

側
で
活
躍
し
た
肥
後
の
菊
池
氏
の
末
裔
と
云
う
。
十
六
世
紀
初
め
に

菊
池
氏
が
大
友
氏
に
敗
れ
滅
び
た
時
、
一
族
は
日
向
と
肥
後
の
境
の

山
間
部
に
逃
れ
、
本
流
は
米
良
氏
を
名
乗
り
西
米
良
を
拠
点
と
し
た
。

幕
末
迄
無
高
だ
が
江
戸
幕
府
の
寄
合
大
名
の
独
り
と
な
り
、
明
治
に

な
り
菊
池
姓
に
戻
っ
て
い
る
。 

菊
池
氏
の
一
族
傍
流
で
須
木
の
米
良
氏
は
伊
東
氏
の
庇
護
、
木
浦

木
の
八
重
尾
氏
、
大
河
平
の
大
河
平
氏
等
は
真
幸
院
の
北
原
氏
の
庇

護
下
に
あ
っ
た
。
永
禄
年
中
伊
東
氏
の
真
幸
院
進
出
に
伴
い
、
八
重

尾
、
大
河
原
氏
は
島
津
方
に
つ
い
て
お
り
両
氏
共
に
伊
東
氏
に
攻
め

ら
れ
、
壊
滅
的
損
害
を
受
け
た
。 

 
 

 

時
系
列
的
に
は
、
永
禄
七
（1

5
6

4

）
年
北
原
兼
親
が
飯
野
城
主
の

時
大
河
平
氏
が
全
滅
、
直
後
島
津
義
弘
が
兼
親
に
代
わ
り
飯
野
城
に

入
城
し
て
い
る
。
巣
鷹
を
献
上
し
た
の
は
そ
の
頃
か
。
そ
の
後
八
重

尾
氏
は
大
河
平
氏
の
代
わ
り
に
今
城
（
飯
野
城
の
北
）
守
備
に
移
さ

れ
た
が
伊
東
氏
に
攻
め
ら
れ
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
義
弘
が
天
正

四
（1

5
7

6

）
年
に
小
林
を
手
に
入
れ
、
八
重
尾
氏
は
木
浦
木
に
戻
る
。 

 

注
３ 
改
帳
で
は
総
廟
（
本
社
）
を
巣
山
と
し
て
い
る
が
小
林
誌
で
は

総
廟
は
𠮷
牟
田
山
ノ
口
と
し
て
い
る
。
近
代
は
現
山
之
神
の
旧
跡
で

あ
る
岩
瀬
川
沿
の
通
称
川
中
島
の
山
之
神
が
本
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
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き
た
。
平
成
十
九
（2

0
0

7

）
年
か
ら
の
浜
ノ
瀬
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、

同
神
社
は
高
台
に
移
設
さ
れ
る
事
に
な
り
、
平
成
二
六
（2

0
1

4

）
年

に
現
在
の
社
殿
、
鳥
居
が
完
成
し
た
。
同
地
区
の
住
民
は
昭
和
五
六

（1
9

8
1

）
年
以
降
ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
例
大
祭
は
続
け
ら
れ
、
毎
年
十

一
月
廿
九
日
に
は
宮
司
高
妻
早
一
郎
氏
の
司
祭
で
廿
人
か
ら
六
十
人

の
参
加
が
あ
る
と
云
う
。
旧
住
民
の
連
帯
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。
無

人
の
深
山
だ
が
、
こ
の
七
年
間
で
参
詣
記
帳
者
は
延
千
五
百
人
余
を

数
え
る
。 

     

 

 
 

 

木浦木山之神神社 東方（木浦木）5892 

 

社殿内部 神像は年一回の例 
大祭十一月廿九日に公開される 

 

住民転出で廃屋となった跡地に新社殿建
立、石垣の古さが歴史を語る 
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此
度
木
浦
木
山
之
神
の
氏
子
総
代
の
八
重
尾
忠
男
氏
、
同
氏
親
戚

の
八
重
尾
静
夫
、
竹
山
武
夫
両
氏
の
協
力
を
得
て
木
浦
木
の
神
社
跡

地
を
巡
っ
た
。
小
林
市
内
か
ら
三
十
キ
ロ
離
れ
、
深
山
に
囲
ま
れ
た

木
浦
木
地
区
に
数
百
年
に
わ
た
り
八
重
尾
一
族
を
中
心
に
人
々
が
居

住
し
た
が
、
昭
和
三
十―

四
十
年
代
の
最
盛
期
に
は
本
来
の
百
二
十

余
世
帯
に
営
林
署
家
族
を
加
え
百
五
十
世
帯
（
五
百
名
）
を
超
え
た
。

分
校
も
独
立
小
中
学
校
と
し
て
昭
和
四
十
（1

9
6

5

）
年
に
開
校
し
た

が
、
そ
の
後
産
業
構
造
、
社
会
情
勢
の
変
化
で
急
速
に
人
口
流
出
が

進
み
学
校
も
僅
か
十
一
年
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
居
住
者
が
ゼ
ロ
と
な
り

既
に
四
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。 

 
 

        

 

川中島山之神旧跡 石積が少し高くなっており、茅葺

の神社だった由。 

 

境谷林道沿の芋八重山之神跡地。 忠男
氏の子供の頃は祠があったが、今は何も
残っていない。 現山之神から更に約四
キロ奥に入った所。 
 

 

 

巣山山之神跡、現山之神より巣山林道沿
いに二キロ程北に位置し、柱用基礎石が
三ケ程残る。神社下側に大正四（1915）
年開設の運動公園もあったが、今は全て
林の中である。 
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改
帳
に
あ
る
巣
山
の
本
社
は
幕
末
に
は
吉
牟
田
山
ノ
口
の
山
之
神

に
移
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
川
中
島
の
山
之
神
か
定
か
で
は
な
い
が
同

一
と
推
定
す
る
。
改
帳
に
載
る
四
社
の
山
之
神
は
全
て
川
中
島
の
山

之
神
に
引
継
が
れ
、
更
に
七
年
前
現
在
位
置
に
新
築
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
。
前
述
八
重
尾
忠
男
氏
の
記
憶
に
よ
り
巣
山
と
芋
八
重
の
跡

地
は
確
認
で
き
た
が
、
中
ノ
八
重
の
山
之
神
は
聞
い
た
事
が
な
い
と

言
わ
れ
る
事
か
ら
、
明
治
大
正
期
に
既
に
消
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

注
４
若
宮
権
現
は
現
山
之
神
か
ら
旧
跡
の
川
中
島
に
降
り
る
道
沿
い
に

あ
っ
た
が
、
ダ
ム
工
事
で
消
滅
の
恐
れ
が
あ
り
、
八
重
尾
林
業
社
長

の
八
重
尾
正
弘
氏
が
近
接
す
る
高
台
の
自
分
土
地
に
祠
を
作
り
御
神

体
を
安
置
し
て
い
る
。 

 

 

若宮旧跡碑 表「若宮ノ杉」裏「奉納昭
和三四・十一・二一日八重尾正男」とあ
る。この碑は若宮に正弘氏御尊父より奉
納されたもので移設はしなかった。 
写真は昨年一月のものだが二年も立た
ぬ内ダム工事に伴う砂利に既に埋もれ
発見できなかった。 

 

若宮御神体を安置した祠 
東方（木浦木）５８９５付近 

 

 

御神体右が「若宮之石碑」左が「地主
之墓」と彫ってあり、地主は八重尾一
族を意味する。 
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南
西
方
村
内
巣
之
浦 

（
現
南
西
方
新
屋
敷
） 

〇
天
神 

由
来
は
不
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

黒
木
佐
土 

 注 
明
治
六
年
に
南
西
方
字
横
道
へ
遷
座
し
、
今
は
村
社
と
昭
和
二
年

書
込
あ
る
。
菅
原
道
真
が
以
前
は
巣
之
浦
に
学
問
の
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
た
が
、
明
治
六
（1

8
7

3

）
年
に
現
在
の
場
所
（
南
西
方
新
屋

敷
）
に
移
転
し
た
。
南
西
方
地
区
の
鎮
守
社
で
あ
る
（
市
史
）
。 

         

  

 
 

 

    現在の菅原神社社殿  南西方 2190 

 
学問の神様にふさわしく 
地域の子供達との交流が見える 

 

    合格祈願 
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  菅原神社の扁額を掛けた風格ある山門 

 

神社鳥居 

 

           社殿内部 



 44 

東
方
村
内
赤
木 

〇
浜
妙
見 

由
来
は
不
明 

 
 

 
 

注 
昭
和
二
年
書
込
で
東
方
大
丸
前
、
田
の
中
に
有
と
云
う
が
、
現

状
は
未
確
認
。
三
国
で
は
東
方
村
浜
瀬
に
あ
り
と
す
る
の
で
、
赤

木
は
地
名
で
な
く
赤
木
屋
敷
と
考
え
る
。
又
同
書
で
は
文
安
六

（1
4

4
9

）
年
の
梁
に
大
旦
那
源
久
義
と
あ
る
と
記
す
。 

鎌
倉
幕

府
滅
亡
（
元
弘
三
、1

3
3

3

）
と
共
に
真
幸
院
領
主
も
日
下
部
氏
に

代
わ
り
北
原
氏
が
領
主
と
さ
れ
る
が
、
北
原
氏
は
伴
姓
で
源
姓
を

名
乗
る
例
は
見
な
い
の
で
、
北
原
氏
の
重
臣
で
小
林
の
実
質
支
配

者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

 

同
時
期
文
安
四
（1

4
4

7

）
年
の
銘
が
あ
る
法
華
真
読
一
千
部
供

養
塔
が
小
林
小
学
校
近
辺
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
立
願
で
き
る

の
は
領
主
支
配
者
ク
ラ
ス
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
願
主
は
分
か
っ

て
い
な
い
が
時
期
か
ら
見
て
前
記
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
頃
の
真
幸
院
は
飯
野
、
加
久
藤
は
間
違
い
な
く
北
原
氏
が
支
配

し
て
い
た
が
、
小
林
に
つ
い
て
は
、
文
亀
二
（1

5
0

2

）
年
に
建
立

さ
れ
た
と
云
う
堤
の
今
宮
八
幡
の
棟
札
が
伴
兼
延
（
北
原
兼
延
）

と
あ
る
迄
北
原
氏
関
連
の
史
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て

文
安
六
年
頃
も
北
原
氏
の
支
配
下
で
あ
ろ
う
と
云
う
推
定
が
入

る
。 

 

東
方
村
内
中
屋
敷 

〇
火
大
神 

由
来
は
不
明 

 

注 

小
林
誌
に
東
方
内
門
に
あ
り
と
記
す
の
で
、
幕
末
頃
迄
は
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
が
現
状
不
明
。 

 

北
西
方
村
内
永
久
井
野 

〇
天
神 

 

由
来
は
不
明 

 

 

注 

三
国
で
は
、
義
弘
公
の
時
小
林
城
北
に
当
り
建
立
さ
れ
、
北
之
天

神
と
号
し
て
崇
敬
あ
っ
た
。
当
社
は
種
々
の
祈
願
を
聴
く
と
云
う
事

で
参
詣
人
が
多
い
と
あ
る
。 

 

市
史
に
よ
れ
ば
昔
は
大
き
な
社
殿
が
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
野
火

に
類
焼
し
、
現
在
の
様
に
小
規
模
に
な
っ
た
と
云
う
。 

又
同
社
什

器
の
鰐
口
に
天
文
六
（1

5
3

7

）
年
の
銘
が
有
る
事
か
ら
、
島
津
氏
以

前
の
北
原
氏
時
代
か
ら
既
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

昭
和
二
年
の
書
込
で
菅
原
神
社
に
合
祀
と
あ
り
、
市
史
で
も
明
治
の

初
め
南
西
方
の
菅
原
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
今
尚
地
区
の
人
々
に

よ
り
護
持
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
但
し
現
在
は
神
職
も
祭
り
も
な
い

が
、
永
久
井
家
で
代
々
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
社
に
伝
わ
る
什
器
の
鰐
口
は
市
史
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

此
度
写
真
撮
影
の
許
可
を
同
家
当
主
か
ら
戴
い
た
。
奉
納
し
た
願
主

は
肥
後
国
益
城
郡
甘
木
庄
御
舟
玉
虫
村
の
藤
原
盛
貞
、
天
文
六
年
十

一
月
吉
日
と
な
っ
て
い
る
。
肥
後
中
部
の
願
主
と
同
神
社
の
関
係
等

は
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
以
下
考
え
ら
れ
る
。 

 

肥
後
の
菊
池
氏
が
十
六
世
紀
前
半
に
滅
亡
し
、
一
族
は
肥
後
と
日

向
の
境
の
山
間
部
に
逃
れ
た
。
本
流
は
西
米
良
で
米
良
氏
を
称
し
球

磨
相
良
氏
の
庇
護
下
、
傍
流
庶
流
の
須
木
米
良
氏
は
伊
東
氏
の
庇
護
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を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
木
浦
木
八
重
尾
氏
、
大
河
平
の
大
河
平
氏

は
真
幸
院
領
主
北
原
氏
の
庇
護
を
受
け
た
。
菊
池
氏
は
藤
原
北
家
の

流
れ
で
あ
る
か
ら
改
ま
る
と
藤
原
氏
を
称
す
る
。
こ
の
願
主
も
北
原

氏
の
庇
護
を
求
め
て
き
た
菊
池
一
族
の
ひ
と
り
で
玉
虫
村
は
去
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
故
郷
と
推
定
す
る
。 

 
 

 

天満宮社殿 北西方 5320 付近 

 

当社に伝わる天文六（1537）年の銘ある鰐口  
市有形文化財 

 

扁額は天満宮と号する 
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北
西
方
村
内
橋
谷
門 

〇
稲
冨
権
現 

 

由
来
は
不
明 

 
注 
三
国
で
は
是
も
又
霧
島
中
央
権
現
の
末
社
で
あ
る
と
云
う
。
小
林

誌
に
も
載
り
、
祭
神
は
種
子
田
に
植
え
た
稲
の
番
を
す
る
神
を
祭

る
と
云
う
。
昭
和
二
年
現
存
の
書
込
あ
る
が
未
確
認 

 

真
方
村
内
長
者
門 

〇
山
宮
無
数
大
王 

 

由
来
は
不
明 

 

注 

他
書
に
は
見
え
な
い
が
、
昭
和
二
年
に
現
存
の
書
込
あ
る
。
現

在
不
明 

 

細
野
村
内
佃 

〇
聖
大
明
神 

 
 

 

由
来
は
不
明 

 

注 

小
林
誌
に
は
載
る
の
で
幕
末
に
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
現

在
不
明 

 

細
野
村
内
中
薗
𠮷
元 

 
 

 

〇
山
王
社 
 

 
 

 

由
来
は
不
明 

 注 

小
林
誌
で
は
吉
元
の
山
王
社
は
雛
守
権
現
の
末
社
と
し
、
中
薗
に

あ
る
山
王
社
を
下
の
山
王
、
吉
元
の
方
を
上
の
山
王
と
呼
ん
で
い
る

の
で
改
帳
は
二
社
を
一
緒
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
同
誌
は

吉
富
山
に
も
山
王
社
が
有
っ
た
と
す
る
。
又
、
中
薗
、
吉
元
は
地
名

で
は
な
く
門
名
と
考
え
る
。 

市
史
で
は
吉
富
山
の
山
王
社
、
細
野

加
治
屋
の
山
王
社
、
更
に
吉
元
喜
作
家
の
山
王
社
を
記
し
て
い
る
。

吉
元
家
（
現
当
主
重
志
氏
）
の
敷
地
内
に
「
さ
ん
の
ど
ん
」
と
呼
ば

れ
る
古
い
堂
宇
が
あ
る
の
で
、
是
が
改
帳
の
吉
元
山
王
社
跡
と
推
定

す
る
。 

 

小
林
誌
に
載
る
中
薗
の
山
王
、
市
史
の
云
う
加
治
屋
堂
山
の
山
王

は
現
在
全
く
痕
跡
を
発
見
で
き
な
い
。
市
史
は
五
十
余
年
前
の
記
録

で
あ
る
が
、
中
薗
姓
の
多
い
加
治
屋
近
辺
の
古
老
数
名
に
問
合
わ
せ

て
も
吉
元
家
の
「
さ
ん
の
ど
ん
」
以
外
は
聞
い
た
事
も
な
い
と
の
事
。 

 

 又
、
小
林
誌
、
市
史
で
述
べ
る
吉
富
山
の
山
王
に
つ
い
て
は
、
同

山
に
何
か
神
社
ら
し
き
痕
跡
は
あ
っ
た
が
、
今
は
何
も
な
い
と
云
う

地
元
の
人
の
話
で
あ
る
。
尚
三
国
で
は
宝
光
院
後
山
面
に
あ
っ
た
日

吉
山
王
社
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
小
林
誌
、
市
史
で
云
う

吉
富
山
の
山
王
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。 

            

 
吉元家の「さんのどん」 
近隣の人々からお産の神様と
して崇められている。  
細野 3464 付近 
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細
野
村
内
雛
守 

〇
大
王
権
現 

 
 

 

由
来
は
不
明 

 

注 

昭
和
二
年
書
込
に
雛
守
の
摂
社
と
あ
る
。
三
国
名
勝
図
会
雛
守
権

現
全
図
の
中
に
大
王
が
見
え
る
の
で
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
雛
守

権
現
境
内
に
移
設
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

細
野
村
内
仮
屋 

〇
八
幡 

 
 

 
 

 

由
来
不
明 

 

注 

昭
和
二
年
書
込
で
明
治
初
年
神
仏
引
別
の
際
に
飯
野
村
八
幡
神
社

へ
合
祀
と
あ
る 

 

真
方
村
内 

吉
丸
門 

〇
水
天
社 

 
 

 
 

由
来
不
明 

  

注 

小
林
誌
に
も
載
る
の
で
幕
末
頃
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

本
神
社
に
限
ら
ず
、
門
又
は
屋
敷
に
付
属
す
る
社
は
明
治
時
代
に
な

る
と
門
及
び
屋
敷
の
解
消
に
よ
り
、
門
や
屋
敷
の
名
頭
を
継
承
す
る

個
人
家
の
氏
神
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
自
然
消
滅
も
あ
ろ
う
が
、

前
述
吉
元
家
の
山
王
社
が
「
さ
ん
の
ど
ん
」
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
三
百
年
を
超
え
て
改
帳
に
あ
る
ご
神
体
を
継
承
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

「さんのどん」御神体 

仏像ではない。寧ろ菅原道真風 

 

吉富山の山王跡地か 
地元の人の話では、神社か何か分らぬが、建物の
跡があったとの事。 場所は専寿寺背後の吉富山
の一角 
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神
社
補
注 

〇
秋
葉
神
社 

 

細
野
緑
ヶ
丘
公
園 

 
 

霧
島
中
央
権
現
（
現
峯
神
社
）
が
霧
島
山
中
の
瀬
戸
尾
に
鎮
座

し
て
い
た
時
、
享
保
元
（1

7
1

6

）
年
の
新
燃
岳
噴
火
に
よ
り
、
全

て
砂
石
に
埋
も
れ
た
。
し
か
し
奇
跡
的
に
神
体
を
発
掘
で
き
、
神

社
別
当
の
吉
松
の
内
小
野
寺
山
伏
と
小
林
の
社
家
六
人
他
凡
五
十

人
が
登
山
し
て
御
神
体
を
運
び
、
細
野
今
坊
の
王
子
権
現
の
側
に

穴
倉
を
掘
り
仮
宮
と
し
た
。
し
か
し
噴
火
は
収
ま
ら
ず
、
そ
れ
よ

り
更
に
北
西
四
里
程
の
岡
原
と
云
う
所
に
仮
殿
を
作
り
十
四
年
間

鎮
座
し
た
。
そ
の
後
夷
守
東
側
（
築
地
）
に
新
宮
を
造
り
鎮
座
し

た
。（
小
林
誌
） 

 

仮
宮
が
遷
座
し
た
跡
に
い
つ
の
頃
か
ら
か
三
角
の
高
さ
一
ｍ
程

の
石
が
お
か
れ
た
。 

そ
こ
で
後
に
此
地
の
住
民
が
相
談
し
京
都

の
秋
葉
神
社
を
勧
請
し
た
。
現
在
の
社
殿
は
昭
和
二
八
（1

9
5

3

）

年
遷
座
と
同
神
社
由
緒
書
に
あ
る
。 

 
 

 

秋葉神社  細野 509－４ 

 
鉄骨で覆う社殿に祠 

 

 

     神社付近から見る霧島連山 
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〇
恵
比
寿
神
社 

細
野
十
日
町 

 

尚
本
改
帳
、
市
史
に
は
な
い
が
現
在
十
日
町
に
あ
る
恵
比
寿
神
社

が
小
林
誌
に
載
る
。
江
戸
中
期
明
和
二
（1

7
6

5

）
年
の
造
立
銘
の
石

塔
が
あ
る
。
十
日
町
は
古
く
か
ら
商
業
の
栄
え
た
所
で
恵
比
寿
神
を

祭
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ひ
な
も
り
二
〇
号
（
昭
和
五
四
年
）
に
佐
藤

重
信
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。 

   
 

 
 

 
恵比寿神社 鳥居と堂宇 細野 4004 付近 
写真左手前に古代の夷守駅跡標識が立つ。 

 

馬頭観音像 

 
明和二（1765）年造立の石塔 
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仏
閣
の
部 

真
方
村
内
田
中 

〇
薬
師
堂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

洲
崎
権
左
衛
門 

 
 

こ
の
薬
師
堂
由
来
は
景
行
天
王
の
御
子
に
サ
ル
レ
イ
親
王
と
云

う
人
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
四
国
に
船
や
人
を
呑
込
み
害
を
な
す
巨
鯨

が
居
り
渡
海
す
る
人
が
無
か
っ
た
。
親
王
は
こ
の
鯨
を
退
治
し
よ
う

と
四
国
に
渡
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
船
を
鯨
が
呑
み
、
人
は
皆
死
に
親

王
独
り
が
残
っ
た
。
親
王
は
元
結
に
長
さ
一
寸
の
金
童
子
を
所
持
し

て
い
た
。
薬
師
が
死
者
の
口
に
薬
を
塗
る
と
人
々
は
皆
蘇
生
し
た
。

其
後
鯨
の
腹
内
で
腹
を
切
破
り
退
治
し
た
。
親
王
は
讃
岐
に
御
殿
を

作
り
住
居
し
、
か
の
薬
師
を
讃
岐
洲
崎
堂
に
安
置
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
腹
心
の
日
向
諸
県
太
夫
を
讃
岐
よ
り
派
遣
し
、
太
夫
は
各

地
居
住
の
後
三
之
山
（
今
は
小
林
と
云
う
）
真
方
辺
に
居
住
し
た
。

そ
こ
で
か
の
洲
崎
堂
の
薬
師
を
田
中
村
に
勧
請
し
た
。 

 注 

伝
説
の
景
行
天
皇
や
其
皇
子
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
熊
襲
退
治
の
話
が

形
を
変
え
て
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
突
然
薬
師
（
元
結
に

隠
し
た
金
童
子
か
）
が
現
れ
た
り
、
日
向
諸
県
太
夫
等
い
か
に
も
こ

じ
付
け
様
の
名
前
が
出
た
り
、
役
所
の
改
帳
に
記
載
す
る
内
容
と
し

て
は
少
々
荒
唐
無
稽
な
感
じ
が
す
る
。
堂
司
に
洲
崎
権
左
衛
門
と
あ

る
が
、
本
改
帳
報
告
者
の
小
林
年
寄
の
中
に
須
崎
権
左
衛
門
の
名
が

見
え
る
。
同
一
人
物
と
し
た
ら
自
家
の
仏
閣
を
特
に
詳
し
く
披
露
し

た
か
。
昭
和
二
年
の
書
込
で
は
現
存
す
る
と
あ
る
が
現
状
不
明
。 

 

 
 

南
西
方
村 

 
 

 

何
れ
も
由
来
の
言
伝
え
は
あ
り
ま
せ
ん 

＊
傍
線
は
注
あ
り 

〇
地
蔵
堂 

 

熊
之
迫
門
内 

 
 

〇
薬
師
堂 

 
 

吉
村
門
内 

〇
釈
迦
堂 

 

谷
屋
敷
内 

 
 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

平
川
（
門
か
） 

〇
地
蔵
堂 

 

広
庭
門
内 

 
 

 

〇
観
音
堂 

 
 

上
別
府
門
内 

〇
観
音
堂 

 

大
出
水
門
内 

 
  

〇
阿
弥
陀
堂 

  

西
立
野
門
内 

 

〇
薬
師
堂 

 

鬼
目
門
内 

  
 

北
西
方
村 

〇
地
蔵
堂 

 

入
佐
門
内 

 
 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

大
窪
門
内 

 
 

〇
正
観
音
堂 

西
種
子
田
門
内 

 

〇
阿
弥
陀
堂 

 

有
村
屋
敷
内 

〇
阿
弥
陀
堂 

今
別
府
門
内 

 
 

〇
地
蔵
堂 

 
 

深
草
屋
敷
内 

 

〇
薬
師 

 
 

牟
田
屋
敷
内 

 
 

右
は
北
西
方
村
内
牟
田
屋
敷
に
御
堂
が
あ
っ
た
が
廃
壊
し
た
の

で
今
は
瀬
太
尾
大
日
堂
に
あ
っ
た
仏
を
延
宝
年
間
（1

6
7

3
‐

1
6

8
0

）

に
移
し
た
と
の
事
で
す
。 

〇
地
蔵
堂 

 

脇
屋
敷
内 

 
 

 

〇
地
蔵
堂 

 

仮
屋
屋
敷
内 

〇
地
蔵
堂 

 

岡
原 

 
 

 
 

 

〇
地
蔵
堂 

 

永
久
井
野 

  
 

真
方
村 

〇
正
観
音
堂 
保
揚
枝
門
内 

 
 

〇
地
蔵
堂 

 

北
之
薗
屋
敷
内 
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〇
薬
師
堂 

 
 

坂
元
門
内 

 
 

〇
観
音
堂 

 
 

中
村
門
内 

〇
地
蔵
堂 

 
 

木
伐
蔵
門
内 

 

〇
阿
弥
陀
堂 

 

木
伐
蔵
門
内 

〇
薬
師
堂 

 
 

大
豆
別
府
内 

 

〇
正
観
音
堂 

 

上
之
馬
場 

〇
阿
弥
陀
堂 

 

旧
城
内 

 
 

＊
原
文
は
仏
閣
最
後
尾
に
あ
り 

  
 

東
方
村 

〇
薬
師
堂 

 
 

飯
谷
門
内 

 

〇
虚
空
蔵
堂 

 
 

下
津
佐
門
内 

 

〇
阿
弥
陀
堂 

 

遊
木
猿
門
内 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

東
高
津
佐 

〇
不
動
堂 

 
 

内
木
場 

 
 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

内
門
内 

〇
薬
師
堂 

 
 

上
之
薗
門
内 

  
 

水
流
迫
村 

〇
正
観
音
堂 

山
上
門
内 

 
 

〇
観
音
堂 

 
 

 

炭
床
屋
敷
内 

〇
観
音
堂 

 

渡
内
門
内 

 
 

〇
薬
師
堂 

 
 

 
小
園
内 

〇
阿
弥
陀
堂 

穂
屋
之
下
屋
敷
内
〇
観
音
堂 

 
 

 

萩
窪
内 

  
 

堤
村 

〇
虚
空
蔵
堂 

岩
渕
門
内 

 
 

〇
観
音
堂 

 
 

 

前
田
門
内 

 

〇
観
音
堂 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

田
中
門
内 

〇
観
音
堂 

 

水
流
薗
門
内 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

川
無 

〇
観
音
堂 

 

竹
ノ
内
門
内 

 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

堤
門
内 

〇
観
音
堂 

 

橋
口 

  
 

細
野
村 

〇
虚
空
蔵
堂 

 
 

脇
元
門
内 

〇
十
一
面
観
音
堂 

外
永
原
門
内 

〇
観
音
堂 

 
 

宮
之
下
門
内 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

徳
永
門
内 

〇
馬
頭
観
音
堂 

永
田
門
内 

 
 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

山
中
門
内 

〇
十
一
面
観
音
堂 

前
満
永
門
内 

〇
正
観
音
堂 

 
 

内
田
門
内 

〇
薬
師
堂 

 
 

 

前
田
門
内 

 

〇
正
観
音
堂 

 
 

大
塚
門
内 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

内
島
田
門
内 

〇
薬
師
堂 

 
 

 

十
日
町 

〇
正
観
音
堂 

 
 

南
雑
敷
門
内 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

久
保
門
内 

〇
観
音
堂 

 
 

 

柚
木
脇
門
内 

〇
観
音
堂 

 
 

 

𠮷
元
門
内 

 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

中
薗
門
内 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

上
原
門
内 

〇
十
一
面
観
音
堂 

橋
場
門
内 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

大
久
津
門
内 

〇
薬
師
堂 

 
 

 

永
野
門
内 

 

〇
地
蔵
堂 

 
 

 

上
野 

〇
阿
弥
陀
堂 

 
 

五
日
市 

＊
原
文
は
仏
閣
最
後
尾
の
前
に
あ
り 

 

仏
閣
注 

こ
れ
ら
の
仏
閣
の
記
録
は
他
史
料
（
小
林
誌
、
三
国
）
に
は

見
ら
れ
ず
、
市
史
が
僅
か
に
南
西
方
西
立
野
門
の
阿
弥
陀
堂
、
鬼
目

門
の
薬
師
堂
、
東
方
下
津
佐
門
の
虚
空
蔵
堂
の
三
件
の
名
前
を
挙
げ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
殆
ど
は
廃
仏
棄
釈
で
消
滅
し
た
と
思
わ
れ
る

が
、
明
治
八
（1

8
7

5

）
年
に
信
仰
の
自
由
が
解
禁
さ
れ
た
の
で
仏
教

も
復
興
し
た
。 

中
世
よ
り
続
い
た
鹿
児
島
藩
農
民
の
門
（
か
ど
）

制
度
は
廃
藩
置
県
（
明
治
四
年
）、
地
租
改
正
（
明
治
六
年
）
で
完
全

に
無
く
な
っ
た
が
、
以
前
門
の
名
頭
等
勤
め
た
富
裕
な
地
主
個
人
が

屋
敷
内
で
氏
神
を
祀
る
様
に
仏
閣
を
再
興
し
た
も
の
も
あ
る
。 
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〇
南
西
方
村
の
鬼
目
門
内
に
あ
っ
た
薬
師
堂
は
廃
仏
棄
釈
を
凌
ぎ
復
活

し
た
一
つ
で
あ
る
。
平
成
十
三
（2

0
0

1

）
年
に
鬼
目
家
ゆ
か
り
の
人
々

が
堂
を
新
築
し
た
時
に
木
板
に
書
い
て
納
め
た
文
「
温
故
知
新
」
が

あ
り
、
復
活
の
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
収
録

す
る
。 

  
 

 
 

温
故
知
新 

鬼
目
の
薬
師
堂
は
鎌
倉
時
代
の
頃
、
此
地
に
現
世
利
益
的
効
能
を
目

的
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
献
と
し
て
の
記
録
は

現
時
点
で
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
小
林
神
社
仏
閣
寺
院
改
帳

が
最
も
古
い
。
そ
れ
迄
の
薬
師
如
来
像
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

に
天
災
に
よ
り
お
堂
諸
共
に
焼
失
し
た
。
鬼
目
門
の
名
頭
七
左
衛
門

に
よ
り
こ
の
年
に
再
び
建
立
さ
れ
、
更
に
昭
和
二
十
五
年
に
鬼
目
光

に
よ
り
更
新
造
立
さ
れ
た
。
普
通
薬
師
三
尊
は
薬
師
如
来
の
脇
士
と

し
て
向
っ
て
右
に
日
光
菩
薩
、
左
に
月
光
菩
薩
の
三
体
で
あ
る
が
、

鬼
目
の
脇
士
は
現
在
の
と
こ
ろ
紛
失
か
盗
難
で
無
く
な
っ
て
い
る
。

又
如
来
像
は
明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
の
時
、
隠
匿
の
疑
い
で
拷
問
を

受
け
た
後
自
ら
命
を
絶
っ
た
熊
助
（
明
治
四
年
三
月
廿
九
日
没
）
に

よ
り
守
ら
れ
現
在
に
至
る
迄
安
置
さ
れ
て
い
る
。
個
人
信
仰
の
仏
像

は
当
地
方
に
は
幾
つ
か
有
っ
た
が
、
現
在
迄
祭
ら
れ
て
い
る
の
は
極

め
て
稀
で
あ
る
。
鬼
目
の
薬
師
堂
を
幾
度
か
の
困
難
か
ら
守
り
通
し
、

約
七
百
年
も
の
間
現
在
に
至
る
迄
代
々
受
け
継
い
で
き
た
先
祖
と
在

所
の
人
々
に
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
込
め
て
お
堂
を
建
立
奉
る
も
の

で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
十
三
年
九
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

鬼目薬師堂の薬師如来 

 
鬼目薬師堂 

平成十三（2001）年堂再建 
南西方 6589 
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〇
東
方
村
下
津
佐
門
の
虚
空
蔵
堂 

市
史
で
も
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
此
度
当
主
の
下
津
佐
善

刀
氏
に
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。
同
家
で
管
理
保
存
し
て
き
た
が
十

年
以
上
前
に
虚
空
蔵
菩
薩
像
が
盗
難
に
遭
っ
た
。
堂
だ
け
で
は
意
味

な
し
と
十
年
程
前
堂
も
廃
棄
し
、
跡
地
は
畑
に
し
た
と
の
事
で
あ
る
。 

 
 

〇
細
野
村
柚
木
脇
門
の
観
音
堂 

 
 

 

ひ
な
も
り
五
一
号
（
平
成
二
三
年
）
の
杉
本
氏
寄
稿
文
で
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
、
此
度
当
主
の
柚
木
脇
充
氏
に
話
を
聞
く
事

が
出
来
た
。
以
前
は
隣
の
畑
地
に
あ
っ
た
が
、
十
年
以
上
前
に
同
家

宅
地
内
に
移
動
し
た
由
で
、
今
で
も
毎
年
お
盆
に
は
愛
宕
神
社
宮
司

を
招
い
て
親
類
と
共
に
お
祭
り
を
続
け
て
い
る
と
云
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

柚木脇家観音堂 
細野 883－1 

 
左に観音像、右に同家氏神 
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〇
北
西
方
村
入
佐
門
の
地
蔵
堂 

 
 

西
小
林
（
南
西
方
、
北
西
方
）
の
旧
跡
を
調
査
し
て
い
る
松
本
広

樹
氏
の
御
教
示
で
、
入
佐
地
区
集
会
所
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
地
蔵

菩
薩
像
を
確
認
で
き
た
。
同
氏
に
よ
れ
ば
廃
仏
棄
釈
の
犠
牲
に
な
っ

た
か
、
こ
の
地
蔵
像
は
首
を
切
ら
れ
た
跡
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

以
前
小
さ
な
堂
が
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
が
、
地
域
の
人
々
が
共
同
で

集
会
所
を
作
り
、
そ
の
中
に
神
棚
と
共
に
地
蔵
菩
薩
像
を
安
置
し
た

と
の
事
で
あ
る
。
個
人
に
よ
る
保
存
格
護
は
後
継
者
が
居
な
い
等

益
々
難
し
く
な
る
中
、
こ
の
様
に
地
区
共
同
で
郷
土
の
文
化
財
と
し

て
残
す
の
は
良
い
方
策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 

入佐集会所内の神棚 右は氏神 

 
入佐集会所  北西方 2732－３付近 

 

左側 地蔵菩薩像 
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〇
北
西
方
村
今
別
府
屋
敷
の
阿
弥
陀
堂 

岡
原
の
諏
訪
神
社
跡
に
隣
接
し
た
今
別
府
家
の
敷
地
内
に
古
い
堂

が
あ
る
。
堂
内
に
は
阿
弥
陀
像
と
氏
神
、
狛
犬
の
大
小
二
対
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
堂
内
の
像
は
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
、
今
別
府
屋
敷

の
阿
弥
陀
堂
の
継
承
で
あ
ろ
う
。
堂
は
か
な
り
傷
ん
で
い
る
が
季
節

の
彼
岸
花
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
今
別
府
久
氏
が
同
家
の

氏
神
と
し
て
世
話
を
し
て
お
ら
れ
る
。 

 
 

 

今別府家の氏神祠 下段に狛犬二対 
北西方 5964 付近 

 
上段左  阿弥陀如来像 
後板に元禄の文字 

 

上段右 不動明王像か 
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〇
南
西
方
村
大
出
水
門
の
聖
観
音
堂 

 
 

こ
の
観
音
堂
も
廃
仏
棄
釈
を
凌
い
だ
仏
閣
で
あ
る
。
ひ
な
も
り
五

〇
号
で
杉
本
氏
は
細
野
柚
木
脇
門
の
聖
観
音
も
そ
う
だ
が
、
馬
頭
観

音
と
し
て
生
き
な
が
ら
え
た
と
述
べ
て
い
る
。 

又
こ
の
観
音
堂
の
隣
に
泉
媛
の
墓
と
す
る
自
然
石
の
墓
石
と
地
区

有
志
に
よ
る
泉
媛
由
緒
の
説
明
板
が
あ
る
。
小
林
誌
に
詳
し
く
載
る

が
泉
媛
は
伝
説
の
女
領
主
と
思
わ
れ
、
景
行
天
皇
が
熊
襲
征
伐
で
細

野
の
吉
富
山
付
近
に
行
宮
を
構
え
た
時
、
岩
瀬
川
辺
で
料
理
を
調
え

接
待
し
た
と
云
う
。
湧
水
の
豊
富
な
大
出
水
こ
そ
が
泉
媛
の
故
郷
と

し
て
い
る
。
強
い
て
時
代
を
充
て
れ
ば
弥
生
後
期
と
な
る
が
、
斯
か

る
伝
承
が
あ
る
事
は
何
ら
か
の
史
実
の
投
影
と
思
わ
れ
る
。
後
世
地

元
の
人
が
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
墓
の
真
偽
は
別
と
し
て
記
念
遺
跡

と
し
て
残
す
事
は
一
つ
の
良
い
方
法
か
も
知
れ
な
い 

 
 

 

大出水の聖観音像 

 

大出水聖観音堂  南西方 4982 付近 

 

伝泉媛の自然石墓と説明板 
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〇
南
西
方
村
西
立
野
門
の
阿
弥
陀
堂 

 
 

西
立
野
門
の
名
頭
を
継
承
す
る
西
立
野
家
で
は
阿
弥
陀
堂
が
復
活

し
て
い
る
。
同
家
で
は
古
い
鰐
口
を
継
承
し
て
お
り
、
市
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
此
度
同
家
当
主
よ
り
鰐
口
の
写
真
も
撮
影

許
可
を
戴
い
た
。
以
前
は
こ
の
鰐
口
を
敷
地
内
の
堂
に
掛
け
て
お
い

た
が
、
盗
難
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
外
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
鰐

口
は
市
史
に
も
詳
し
く
載
る
が
文
安
三
（1

4
4

6

）
年
の
銘
が
あ
り
、

五
百
七
十
五
年
前
の
も
の
で
あ
る
。 

 

 

西立野家の阿弥陀堂 左阿弥陀如来 右氏神      
南西方 7090 

 
鰐口 

奉施入山王宮鰐口一口 
文安三年寅十一月吉日各願主敬白 

 

 

阿弥陀如来 両手破損修復？ 
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〇
堤
村
岩
淵
門
の
虚
空
蔵
堂 

 
 

こ
の
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
疱
瘡
の
神
様
と
云
う
事
で
廃
仏
棄
釈
を
回

避
で
き
た
と
、
ひ
な
も
り
五
十
号
（
平
成
二
二
年
）
で
杉
本
氏
が
論

じ
て
い
る
。
岩
淵
門
を
継
承
す
る
岩
淵
家
当
主
明
正
氏
と
の
面
談
に

よ
る
情
報
と
思
わ
れ
る
。
今
回
訪
問
し
て
写
真
撮
影
な
ど
許
可
頂
い

た
が
、
故
明
正
氏
奥
様
の
話
で
は
同
家
前
の
コ
ク
ゾ
ウ
坂
と
呼
ば
れ

る
道
路
際
の
椎
（
こ
じ
）
の
木
の
下
に
祠
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
道
路

拡
張
等
が
あ
り
、
同
家
室
内
に
移
設
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
。
現
在

同
家
仏
壇
の
隣
に
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

 

岩淵家虚空蔵菩薩 

 

コクゾウ坂と云われた道路 
右側が親類同士の岩満家と岩淵家 （堤 3454）の土地 
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仏
閣
補
注 

〇
細
野
村
加
治
屋
霊
園
前
の
古
石
塔 

 
 

 

細
野
加
治
屋
霊
園
の
入
口
に
観
音
と
思
わ
れ
る
像
を
彫
っ
た
石
塔

初
め
古
石
塔
が
纏
め
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
の
吉
元
章
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
の
観
音
像
ら
し
き
石
塔
は
同
氏
宅
前
の
池
が
昭
和
六
十

（1
9

8
5

）
年
頃
田
に
な
り
、
五―

六
年
後
耕
地
整
理
中
に
掘
出
さ
れ

た
も
の
と
の
事
で
あ
る
。
廃
仏
棄
釈
の
際
、
石
塔
は
燃
え
な
い
の
で

近
く
の
池
に
捨
て
た
と
推
定
す
る
。
尚
寺
院
注
で
述
べ
る
浄
信
寺
の

六
地
蔵
堂
も
此
池
が
田
に
な
る
前
に
回
収
し
た
も
の
と
の
事
。
又
霊

園
の
後
の
山
は
同
氏
が
子
供
の
頃
、
ど
う
や
ま
（
堂
山
）
と
云
っ
た

が
、
こ
の
山
に
昔
堂
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
市
史
に
よ
れ
ば
鷹

導
寺
が
こ
の
堂
山
に
あ
っ
た
と
記
す
。
加
治
屋
霊
園
が
整
備
さ
れ
た

の
は
昭
和
五
二
（1

9
7

7

）
年
で
あ
り
、
市
史
発
行
は
十
二
年
早
い
の

で
、
何
ら
か
の
寺
、
又
は
堂
の
痕
跡
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

  
 

 

   観音？石塔 

 

細野加治屋霊園入口の古石塔 
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〇
法
華
眞
讀
一
千
部
供
養
石
塔 

 
 

こ
の
石
塔
は
真
方
村
星
指
（
現
小
林
小
学
校
北
の
病
院
付
近
）
に

あ
っ
た
が
、
市
街
化
に
よ
り
、
み
ど
り
会
館
脇
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
石
塔
に
は
文
安
四
（
一
四
四
七
）
年
の
銘
が
あ
り
、
北
原
氏

が
真
幸
院
と
呼
ば
れ
た
小
林
、
飯
野
、
加
久
藤
等
を
領
有
支
配
し
た

時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
華
眞
讀
一
千
部
と
は
祈
祷
の

為
に
高
僧
が
法
華
経
を
精
読
す
る
も
の
で
一
千
部
を
読
み
通
す
に
は

三
年
を
要
し
、
こ
れ
を
依
頼
で
き
る
願
主
は
か
な
り
財
力
を
持
つ
領

主
ク
ラ
ス
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
願
主
が
誰
で
祈
祷
を
し
た

高
僧
な
ど
の
記
録
が
無
い
が
、
こ
の
百
四
十
七
年
後
の
文
禄
三

（1
5

9
4

）
年
に
島
津
義
弘
が
朝
鮮
出
陣
（
二
度
目
、
慶
長
の
役
）
の

際
に
開
運
祈
願
を
し
た
記
録
が
元
禄
十
（1

6
9

7

）
年
の
写
本
で
鹿
児

島
県
立
図
書
館
に
残
っ
て
い
る
。
本
書
百
十
一
頁
に
原
文
陰
影
及
び

翻
刻
を
掲
載
す
る
が
、
現
代
文
訳
を
次
に
示
す
。 

 

「
文
禄
三
（1

5
9

4

）
年
、
高
麗
陣
旅
の
御
祈
祷
と
し
て
加
久
藤
城

下
の
一
本
杉
の
下
に
仮
精
舎
を
構
え
、
高
僧
の
宥
淳
法
印
（
東
霧
島

権
現
、
錫
杖
院
）
一
人
で
法
華
妙
典
一
千
部
を
真
読
す
る
。 

日
夜

精
読
し
暫
く
休
み
な
く
続
け
三
年
を
越
え
ず
慶
長
元
（1

5
9

6
）
年
に

読
み
終
え
た
。
此
の
功
か
異
国
で
義
弘
主
は
数
万
の
強
敵
を
亡
ぼ
し

凱
歌
を
唱
え
た
。 

御
帰
朝
後
の
慶
長
四
年
（1

5
9

9

）
三
月
、
一
本

杉
の
下
に
一
基
の
石
塔
を
建
て
千
部
の
金
文
を
入
れ
供
養
さ
せ
た
と

云
う
。
一
本
杉
は
枯
れ
た
が
石
塔
は
今
尚
其
地
に
現
存
す
る
。
」 

 
 

 
 

 
 

星
指
の
石
塔
は
小
林
誌
で
所
在
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
依

る
と
今
は
切
株
だ
け
だ
が
昔
老
杉
木
が
あ
り
、
そ
の
側
に
こ
の
石
塔

が
あ
っ
た
と
云
う
。
真
幸
院
領
主
北
原
氏
が
滅
び
、
島
津
氏
と
伊
東

氏
が
領
有
を
争
っ
て
い
た
頃
、
伊
東
氏
は
こ
の
杉
の
木
の
下
（
当
時

は
野
原
）
に
日
向
各
地
か
ら
三
千
人
の
兵
を
集
め
、
島
津
義
弘
の
守

る
飯
野
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
翌
日
の
木
崎
原
の
戦
い
で
敗
れ
、
疲

れ
た
伊
東
方
の
兵
士
が
こ
の
地
に
戻
っ
て
来
た
時
は
夕
方
で
一
本
杉

の
上
に
星
が
出
て
お
り
、
星
を
指
し
た
事
か
ら
こ
の
地
を
星
指
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
星
指
の
地
名
は
今
も
残
っ
て
い
る
。 

 
 

本
石
塔
に
つ
い
て
、
ひ
な
も
り
八
号
（
昭
和
四
二
年
）
に
志
戸
本

次
助
氏
の
解
説
が
あ
る
。 

   

  
 

 

法華眞讀一千部石塔  
細野 269‐1 

高さ 108、幅 28cm 
ひなもり八号に載る写真（54
年前）と比べる大きく劣化が
進んでいる。 
 

 
 
 
 

 

文
安
一
一
一
一
年
十
一
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 

法
華
眞
讀
一
千
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
・
・
・
・
・
・ 

  
 

 

 

 

上の梵字はバンと云い、
大日如来を表す。左端文
字は風化で読めない。 
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〇
ウ
ッ
ガ
ン
サ
ア
（
氏
神
様
）
と
旧
郷
士
個
人
仏
閣 

 
 

 

元
禄
の
改
帳
で
は
地
域
及
び
門
（
か
ど
）
の
神
社
仏
閣
は
報
告
し

て
い
る
が
、
郷
士
の
家
で
個
人
的
に
祀
る
氏
神
（
神
と
は
限
ら
ず
仏

像
も
あ
る
）
は
報
告
対
象
外
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
小
林
は
郷
士
の
比
率
が
高
く
、
現
在
で
も
多
く
の
旧
家
に
氏
神
が

残
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
永
久
井
の
丸
尾
家
氏
神
の
明
王
像
に
関

し
て
ひ
な
も
り
五
十
号
（
平
成
二
二
年
）
に
杉
本
氏
が
寄
稿
さ
れ
て

い
た
の
で
、
此
度
現
状
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
。
現
在
で
は
門

の
仏
閣
も
郷
士
の
屋
敷
神
も
皆
一
様
に
ウ
ッ
ガ
ン
サ
ア
（
氏
神
様
）

で
あ
る
。 

 
 

 

     丸尾家の氏神様 

 

    明王像 

 

     氏神様祠拡大 
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〇
須
木
の
仏
閣 

 

 
 

 

此
度
木
浦
木
山
之
神
の
現
状
調
査
の
為
須
木
経
由
で
深
山
に
入
っ

た
が
、
途
中
須
木
の
堂
屋
敷
薬
師
堂
及
び
十
一
面
観
音
堂
に
立
寄
っ

た
。
須
木
の
寺
院
仏
閣
は
本
改
帳
の
範
囲
外
で
あ
る
が
、
近
年
の
合
併

で
須
木
及
び
野
尻
も
小
林
市
と
な
っ
た
。
両
地
区
に
も
古
い
神
社
仏

閣
が
あ
る
が
、
此
度
は
前
述
二
件
を
現
状
写
真
で
紹
介
す
る
。 

 

〇
十
一
面
観
音
堂
は
明
治
初
期
廃
寺
と
な
っ
た
世
尊
寺
の
境
内
に
あ
っ

た
も
の
で
、
馬
頭
観
音
と
し
て
継
続
し
た
。
三
国
に
よ
れ
ば
木
仏
立

像
で
和
銅
元
（7

0
8

）
年
の
も
の
と
云
う
。
現
在
の
堂
は
平
成
九
（1

9
9

7

）

年
に
改
築
し
た
も
の
。
仏
像
は
有
形
文
化
財 

                

〇
薬
師
堂
は
須
木
北
部
の
熊
本
県
境
に
近
い
島
田
町
堂
屋
敷
に
あ
る
。

昭
和
六
三
（1

9
8

8

）
年
改
築
の
記
念
碑
が
あ
り
、
堂
内
に
は
薬
師

如
来
他
二
十
体
程
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
が
進
み
十

四
戸
二
五
名
で
堂
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
（
小
林
市
Ｈ
Ｐ
）。
像
に

天
正
十
四
（1

5
8

6

）
年
の
銘
が
あ
る
と
云
う
。
隣
に
山
之
神
の
小

さ
な
鳥
居
と
堂
宇
が
あ
る
。 

 

 
 

 

須木十一面観音堂 須木下田字永田 

 

    須木薬師堂  須木鳥田町 3047 付近 
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寺
院
の
部 

〇
観
音
寺 

祈
願
所 

〇
昌
寿
寺 

菩
提
所 

〇
長
福
寺 

〇
玉
来
庵 

〇
勝
兼
寺 

〇
宝
光
院 

〇
大
聖
院 

 
 

右
諸
寺
院
の
由
緒
に
つ
い
て
は
一
昨
年
（
元
禄
九
）
十
二
月
に
報

告
す
べ
く
ご
指
示
あ
り
、
夫
々
の
由
緒
を
昨
年
閏
二
月
八
日
に
報
告

致
し
ま
し
た
の
で
此
度
は
記
述
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

寺
院
注 

こ
れ
ら
諸
寺
院
に
関
す
る
他
の
史
料
か
ら
以
下
概
略
述
べ
、

現
状
を
写
真
と
共
に
記
す
。 

 

〇
観
音
寺 

真
方
村
に
あ
り
、
鹿
児
島
の
大
乗
院
の
末
寺
で
真
言
宗
で

あ
る
。
本
尊
は
不
動
明
王
で
小
林
郷
の
祈
願
所
で
あ
る
（
三
国
）。 

 

廃
仏
棄
釈
で
廃
絶
、
昭
和
二
年
書
込
で
は
大
山
氏
宅
地
。
同
古
墓

地
に
あ
る
無
縫
塔
と
呼
ば
れ
る
住
職
の
墓
が
目
を
引
く
が
、
ひ
な
も

り
十
号
（
昭
和
四
十
四
年
）
に
押
川
景
行
氏
に
よ
る
墓
銘
か
ら
見
る

代
々
住
職
に
関
す
る
論
文
が
載
っ
て
い
る
。 

  

                  

 
 

 

観音寺墓地跡 
無縫塔と呼ばれる住職の墓 

 

観音寺跡  真方 308－1 
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〇
昌
寿
寺 

真
方
村
に
あ
り
飯
野
長
善
寺
の
末
寺
で
曹
洞
宗
で
あ
る
。
本

尊
は
聖
観
音
で
小
林
郷
の
菩
提
寺
（
三
国
）
。
幕
末
の
頃
迄
伊
東
氏
の
木

崎
原
戦
死
者
を
壱
枚
の
板
に
百
名
程
記
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
又
島
津

領
以
後
初
期
の
居
地
頭
で
あ
る
諏
訪
氏
、
鎌
田
氏
等
の
墓
石
が
あ
る
（
小

林
誌
）。
廃
仏
棄
釈
で
廃
絶
、
昭
和
二
（1

9
2

7

）
年
書
込
で
は
井
上
氏
宅

地 

 

 
 

 

近世初期の小林地頭諏訪兼安
（寛永十四、1637 年没）の墓と
伝える（小林誌） 

 

昌寿寺跡 上級郷士の奥方の墓か。□窓妙
月大姉、元禄九（1696）年の銘あり 

 

 

昌寿寺跡寺山と墓地（新旧混合） 
真方 1471 付近 
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〇
玉
東
院 

同
寺
墓
地
に
は
時
任
、
横
山
、
松
元
、
須
崎
そ
の
他
旧
家

の
古
墓
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
七
（1

9
6

2

）
年
に
国
道

改
修
で
堂
渕
北
に
新
墓
地
を
設
け
て
移
転
し
た
。
当
寺
も
明
治
三
年

の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
絶
（
市
史
）。
昭
和
二
年
書
込
で
当
時
の
地
主

は
野
元
氏
、
細
野
三
八
九
番
地
と
あ
る
。
現
在
は
民
家
。 

 

〇
勝
兼
寺 
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
真
言
宗
だ
っ
た
が
、
享
保
十
七

（1
7

3
2

）
年
に
十
輪
院
円
岳
寺
と
号
を
改
め
て
天
台
宗
と
し
て
鹿
児

島
の
南
泉
院
の
末
寺
と
な
っ
た
。
寺
山
に
愛
宕
社
が
あ
る
（
三
国
）
。

廃
仏
棄
釈
で
廃
絶
し
、
明
治
初
年
に
学
校
が
立
て
ら
れ
た
が
、
明
治

十
（1

8
7

7

）
年
の
西
南
戦
争
で
焼
失
、
そ
の
跡
に
明
治
十
七
年
浄
信

寺
が
建
立
さ
れ
現
在
に
至
る
（
市
史
）
。 

                  

                

〇
宝
光
院 

細
野
村
に
あ
り
高
原
神
徳
院
の
末
寺
で
天
台
宗
で
あ
る
。

本
尊
は
薬
師
如
来
と
夾
侍
の
釈
迦
、
弥
陀
の
三
尊
、
景
行
天
皇
の
熊

襲
征
伐
の
為
の
行
宮
（
旅
宿
）
が
あ
っ
た
と
云
う
伝
説
が
あ
り
、
唐

か
ら
帰
国
し
た
慈
覚
大
師
が
承
和
十
四
（1

1
7

4

）
年
に
此
地
を
通
過

す
る
と
霊
感
が
あ
り
開
基
し
た
と
云
う
。
長
い
年
月
の
間
此
地
の
領

主
も
日
下
部
氏
、
北
原
氏
、
伊
東
氏
、
島
津
氏
と
代
り
、
同
寺
も
盛

衰
を
繰
り
返
す
が
、
明
治
初
年
に
完
全
に
廃
絶
し
た
。
三
国
、
市
史

共
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
昭
和
二
年
書
込
に
は
当
時
の
地
主
は
木

下
善
助
細
野
三
千
三
百
三
十
三
・
四
番
地
と
あ
る
。
現
在
古
い
宝
光

院
墓
地
の
隣
に
専
寿
寺
（
昭
和
三
、1

9
2

8

年
建
立
）
が
あ
る
。
三
国

名
勝
図
会
に
載
る
宝
光
院
を
次
頁
に
示
す
。 

 

 
 

 

幕末迄存在した円岳寺（元勝兼寺）があった愛
宕山下の跡地に建つ地域最大の浄信寺 明治
十七（1884）年建立   真方 48  

 
浄信寺庫裏の内庭にある六地蔵
堂。細野村加治屋の池の中から
移設され、天文三（1534）年銘
ある由 
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宝光院跡地の一角に昭和三（1928）年建
立の専寿寺 細野 3034 

 

宝光院に隣接していた景行天皇御腰掛
石と古墓 

 

三国名勝図会に載る宝光院全景 
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〇
長
福
寺
及
び
大
聖
院
に
関
し
て
は
他
の
史
料
皆
無
で
あ
る
。
小
林
誌

で
は
廃
絶
と
な
っ
た
寺
と
し
て
昌
寿
寺
他
、
円
岳
寺
、
観
音
寺
、
玉

東
庵
、
宝
光
院
、
龍
雲
庵
、
興
福
寺
、
瀬
戸
尾
寺
の
七
ケ
寺
と
し
て

い
る
。 

瀬
戸
尾
寺
は
霧
島
中
央
権
現
の
別
当
寺
。
長
福
寺
や
大
聖

院
は
元
禄
か
ら
幕
末
迄
の
百
六
十
年
程
の
間
に
消
滅
し
た
と
思
わ
れ

る
。 
一
方
元
禄
の
改
帳
に
無
い
興
福
寺
が
天
保
の
頃
（1

8
3

0

）
年

に
確
認
さ
れ
る
が
、
幕
末
の
廃
仏
棄
釈
で
廃
絶
し
て
い
る
。 

 

〇
宝
珠
庵 

本
尊
は
正
観
音
の
木
仏
座
像
。 

寺
敷
地
は
無
税 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
興
は
前
の
長
善
寺
長
老
の
良
堅
和
尚
で
役
往
尊
龍
は
代
々
寺 

領
で
す
。 

 
 

 注 

役
往
尊
龍
の
意
味
不
明
。
当
寺
は
こ
の
改
帳
以
外
に
他
書
に
名
前

見
え
ず
場
所
も
不
明
。 

 
 

〇
龍
雲
庵 

本
尊
は
観
音 

 

 
 

こ
の
寺
の
由
緒
は
不
明
で
す
。 

現
在
空
き
寺 

右
は
昨
年
（
元
禄
十
）
二
月
に
寺
院
由
緒
を
報
告
し
た
時
、
空
き
寺

だ
っ
た
た
め
報
告
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
此
度
報
告
し
ま
す
。 

 

注 

右
と
は
龍
雲
庵
だ
け
指
す
の
か
、
宝
珠
庵
も
含
む
か
解
釈
が
分
か

れ
る
が
、
他
の
寺
は
報
告
済
み
の
立
場
な
の
で
、
前
年
の
寺
院
調
査

時
は
こ
の
二
寺
が
空
き
寺
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

龍
雲
庵
は
其
後
復
興
し
た
よ
う
で
諸
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
三

国
で
は
堤
村
に
あ
り
飯
野
曹
洞
宗
長
善
寺
の
末
で
あ
り
、
往
古
は 

高
雲
庵
と
云
い
川
無
と
云
う
所
に
あ
っ
た
。
市
史
で
は
幕
末
頃
は

鹿
児
島
福
昌
寺
の
末
寺
で
禅
宗
、
場
所
は
竹
ノ
内
に
あ
っ
た
。
小

林
誌
で
は
明
治
初
年
廃
絶
。 

 

  
 

 

龍雲庵跡寺山と仁王像。身長阿像 146cm、吽像 121cm（但足最下部
不明確で正確な高さ不明）、天明元（1781）年の銘あり。堤竹ノ内 396 
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神
社
仏
閣
の
由
来
調
査
並
び
に
寺
院
再
調
査
の
ご
指
示
が
今
年
七
月

一
日
の
書
状
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
此
処
に
報
告
致
し
ま
す
。 

以
上
。 

 
 

 
元
禄
十
一
（1

6
9

8

）
年 

十
一
月
廿
八
日 

 
 

 

小
林
噯
（
あ
つ
か
い
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
木
七
郎
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

須
崎 

権
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
野 

平
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
之
口
丑
左
衛
門 

 

寺
社
奉
行 

 
 

担
当
御
役
人
衆 

  

注 

噯
（
あ
つ
か
い
）
と
は
地
頭
を
殿
様
と
す
れ
ば
家
老
に
相
当
す
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
は
郷
士
年
寄
と
名
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

島
津
領

に
な
っ
て
（
天
正
四
、1

5
7

6

年
）
か
ら
寛
文
三
（1

6
6

3
）
年
迄
居
地

頭
と
云
い
地
頭
が
常
駐
し
た
が
、
以
後
幕
末
元
治
元
（1

8
6

4
）
年
迄

二
百
年
間
地
頭
職
は
鹿
児
島
に
滞
在
。
郷
の
日
常
運
営
は
三―
五
名

の
噯
（
後
の
郷
士
年
寄
）
が
合
議
制
で
進
め
た
。 

小
林
誌
に
よ
る

と
元
禄
十
一
年
当
時
の
地
頭
職
は
元
禄
九
（1

6
9

6

）
年
迄
黒
葛
原
忠

通
、
元
禄
十
二
（1

6
9

9

）
か
ら
樺
山
久
福
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
当

該
年
は
非
常
勤
地
頭
も
不
在
の
時
で
あ
る 
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小
林
神
社
仏
閣
寺
院
改
帳 

翻
刻 

 
 
 
 
 
 

注 

（
小
文
字
）
は
昭
和
二
年
当
時
の
書
込 

 
 

元
禄
十
一
年
寅
十
一
月
二
十
八
日
（
昭
和
二
年
ヨ
リ
二
百
二
十
九
年
前
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

小
林
神
社
仏
閣
寺
院
改
帳 

  
 
 
 
 
 

明
治
四
十
年
六
月
脇
元
家
秘
蔵
ノ
古
文
書
に 

 
 

 
 
 

依
り
之
を
写
す 
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（
神
社
） 

真
方
村
ノ
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

              

一
荒
神 
御
城
内 

（
愛
宕
神
社
ニ
合
祀
） 

 
 

社
司 

斎
藤
但
馬 

一
水
天 

 

右
者

小
林
御
城
取
始
之
節
為
崇
置
と
申
伝
候
、
古
者 

 

此
在
所
三
之
山
と
申
候
得
共
、
義
弘
様
御
手
ニ

入
候
て 

 

以
後
、
城
之
名
を
御
用
、
御
当
代
ニ
者

此
所
小
林
と
申
候
、
神
由 

 

来
御
建
立
之
時
代
者

知
不
申
候
、
前
ニ
者

御
神
領
小
林
門
ノ 

 

内
荒
神
免
と
申
所
被
召
付
置
候
得
共
、
其
以
後
被
召
上
候 

 

其
後
者

小
林
地
頭
よ
り
毎
年
御
祭
米
壱
俵
ツ
ヽ
御
出 

被
成
、
御
祭
相
調
申
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

             

 

真
方
村
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
八
王
子
大
権
現
（
永
井
左
膳
ニ
下
付
） 

 
 

 

社
司 

斎
藤
但
馬 

同
所
一
谷
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
十
一
面
観
音
堂 

右
御
本
地
堂 

 

右
者

前
ニ
者

神
領
五
町
被
召
付
置
候
、
其
後
者
祭
米
五
俵
ツ
ヽ 

 

被
下
候
、
左
候
而

慶
長
之
御
竿
ニ

高
弐
石
被
召
付
、
御
目 

 

録
爾
今
有
之
候
、
右
神
領
被
召
上
候
節
よ
り
毎
年
為
御
祭
米 

 

五
斗
弐
升
五
合
ツ
ヽ
被
仰
付
、
両
度
御
祭
相
調
申
候
、
神
之
由
来
御 

 

建
立
之
時
代
相
知
不
申
候
、
前
方
北
四
十
丁
惣
廟
と
申
伝
候 

真
方
村
内
窪
谷 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

一
熊
野
権
現
（
斎
藤
多
宮
ニ
下
付
） 

 
 

 
 

社
司 

齋
藤
太
郎
兵
衛 

右
同
同
所 

一
薬
師
如
来 

 

右
本
地
堂 

 
 

 
 

 

堂
司 

長
福
寺 

 

右
者

前
ニ

御
神
領
ト
し
て
窪
谷
門
ノ
内
宮
田
と
申
所
被
召
付
置 

 

候
得
共
、
其
後
被
召
上
候
ニ

付
、
毎
年
御
祭
自
分
ゟ
相
調
申
候 

 

神
之
由
来
御
建
立
之
時
代
相
知
不
申
候 

 

東
方
村
内
中
窪 

一
今
熊
十
二
所
権
現
（
現
在
ノ
村
社
ナ
リ
） 

 
 

 
 

齋
藤
円
乗
坊 

同
所 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

右
御
本
地
堂 

代
宮
司 

 

右
者

前
ニ

神
領
と
し
て
中
窪
門
ノ
内
宮
田
と
申
所
被
召
付
置
候
へ
共 

爾
今
被
召
上
、
自
分
ゟ
神
事
相
調
申
候
、
神
之
由
来
建
立
之 

 
 

 
     

時
代
相
知
不
申
候 

 

堤
村
内
福
人 

一
今
宮
八
幡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

斎
藤
但
馬 

 
右
文
亀
二
年
八
月
伴
兼
延
御
建
立
被
成
、
其
後
天
正 

 

十
三
年
乙
酉
十
二
月
十
五
日
、
藤
原
忠
平
様
御
再
興
、
其
上 

 

御
神
領
被
召
付
候
得
共
、
其
以
後
被
召
上
、
自
分
ゟ
御
祭 

 

毎
年
相
勤
申
候
、
神
之
由
来
相
知
不
申
候 
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北
西
方
村
内
種
子
田 

一
宇
賀
大
明
神
（
諏
訪
神
社
に
合
祀
） 

 
 

 
 

 

社
司 

斎
藤
但
馬 

 

右
者

前
ニ

神
領
ト
し
て
種
子
田
門
ノ
内
被
召
付
置
候
へ
共 

 

其
後
被
召
上
、
自
分
ゟ
御
祭
相
勤
申
候
、
神
之
由
来
建
立 

 
 

 
 

 
 

 

 

之
時
代
相
知
不
申
候 

 

細
野
村
之
内
霧
島
六
方
六
所
之
内
（
明
治
六
年
霧
島
峯
神
社
へ
合
社
） 

惣
廟 

一
雛
守
六
所
大
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
司 

黒
木
佐
土 

右
同
所 

一
十
一
面
観
音 

 

右
御
本
地
堂 

 

右
者

天
正
八
年
壬
午
二
月 

忠
平
様
被
遊
御
造
立
、
神 

 

領
ト
し
て
三
町
八
反
被
召
付
置
候
得
共
、
其
後
被
召
上 

 

慶
長
三
年
ニ

高
五
石
分
被
仰
付
、
目
録
爾
今
有
之
候 

 
 

 
 

 
        

 

其
後
右
高
被
召
上
、
当
時
ハ
高
壱
石
七
斗
三
升
七
合 

 

被
仰
付
、
毎
年
御
祭
両
度
ツ
ヽ
相
勤
申
候 

 

霧
島 

一
瀬
太
尾
中
央
大
権
現
（
明
治
六
年
雛
守
神
社
跡
へ
遷
座
） 

座
主
𠮷
松 

内
小
野
寺 

一
大
日
如
来 

但
御
本
地
堂 

瀬
太
尾 

一
熊
野
三
所
権
現 

一
水
天
社 

 

右
者

御
家
御
代
ニ

被
遊
御
崇
敬
候
、
委
細
者 

 

不
及
書
記
候
、
前
ニ

ハ
御
神
領
弐
町
参
反
被
召
付
、
其
後        

 
 

 
 

 

 

被
召
上
候
故
自
分
ゟ
御
祭
相
調
申
候 

 

細
野
村
瀬
太
尾
里
坊 

一
今
坊
王
子
権
現
（
昭
和
二
年
現
存
） 

 
 

 

代
宮
司 

今
坊 

大
白
房 

右
同
所 

一
十
一
面
観
音 

 
 

但
御
本
地
堂 

 

右
者

霧
島
瀬
太
尾
里
坊
ニ

て
御
祭
自
分
ゟ
相
勤
申
候 

 

細
野
村
之
内 

 

一
早
鷹
天
神
（
高
原
村
麓
霧
島
神
社
ニ
合
祀
） 

 

代
宮
司 

齋
藤
鴨
左
衛
門 

 

右
者

大
成
二
年
三
月
十
八
日
ニ

勧
請
之
由
候
、
南
天 

 

龍
際
川
之
水
天
之
御
子
之
由
候
、
毎
年
御
祭
自
分
ゟ
相
勤
申
候 

 
 

 
 

 

 
細
野
村
之
内 

一
若
宮
大
明
神
（
昭
和
二
年
現
存
） 

 
 

 
 

代
宮
司 

黒
木
宇
兵
衛 

 

右
者

上
井
氏
崇
敬
ニ
而

有
之
候
、
諏
訪
治
郎
左
衛
門
殿
ゟ
祭
米
出
し
て

相
勤
申
候 
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堤
村
内 

一
岩
戸
権
現
（
昭
和
二
年
現
存
ノ
村
社
ナ
リ
）     

 

代
宮
司 

源
左
衛
門 

 

右
者

日
州
八
幡
之
御
子
之
由
ニ

候
、
大
宝
元
年
十
月
十
五
日
ニ

奉 

 

崇
由
申
伝
候
、
毎
年
御
祭
自
分
ゟ
相
勤
申
候 

 

北
西
方
村
内
岡
原 

一
諏
訪
大
明
神
（
諏
訪
神
社
ナ
リ
シ
ガ
昭
和
二
年
現
存
ノ
村
社
ナ
リ
） 

 

 

社
司 

黒
木
佐
土 

右
者

先
年
神
領
弐
反
相
付
為
有
之
由
候
得
共
、
其
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

被
召
上
候
付
、
自
分
ゟ
御
祭
相
勤
申
候
、
神
之
由
来
相
知
不
申
候 

 

真
方
村
之
内 

一
愛
宕
社
（
昭
和
二
年
現
存
ノ
村
社
ナ
リ
） 

 

右
者

先
年
諏
訪
氏
建
立
之
由
候 

 

右
同 

一
稲
荷
社
（
愛
宕
神
社
ニ
合
祀
） 

 

右
者

御
城
取
始
之
節
崇
為
申
由
候
、
先
年
者 

 

伊
東
領
ニ

候
、
天
正
年
中
ニ

小
林
城
を 

 

忠
平
様
被
遊
御
責
候
而
二
之
丸
迄
被
遊
御
登
候
刻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

須
木
ゟ
人
数
差
越
、
水
之
手
口
東
之
岡
へ
堪
居
後
責
候 

 

惟
新
様
御
甲
ニ

矢
当
り
由
候
、
依
之
寄
来
候
軍
兵
共 

 

追
散
退
、
御
手
ニ

入
候
ハ
ヽ
右
岡
ニ

御
稲
荷
ヲ
御
崇 

 

可
被
遊
と
、
御
祈
願
相
叶
、
其
以
後
稲
荷
社
御
建 

 

立
被
遊
、
神
領
ト
し
て
東
方
村
之
内
大
窪
門
高
被 

 

召
付
御
祭
為
有
之
由
申
伝
候
、
其
後
神
領
被
召
上 

 

御
社
□
□
し
仕
候
、
由
緒
有
御
社
之
由
ニ
而 

 
 

＊
損
壊
か 

 

近
辺
之
人
々
当
時
修
造
仕
霜
月
三
日
ニ

差
上
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

球
磨
境
木
浦
木
巣
山 

 

一
山
之
神
（
昭
和
二
年
以
下
現
存
） 

 
 

 

代
宮
司 

八
重
尾
筑
右
衛
門 

 

右
三
州
之
山
之
神
之
惣
廟
と
古
今
伝
之
候
、
天
正
之
初 

 

代
宮
司
八
重
尾
氏
大
鷹
を
取
て 

義
弘
公
江 

 

奉
捧
、
依
之
三
位
入
道
此
所
を
追
散
ス
、
後
ニ

今
城 

 

ニ

住
ス
、
元
亀
年
中
ニ

義
弘
公
御
手
ニ

入
此
山
ヲ
被
下 

 

移
帰
て
代
宮
司
を
給
、
別
而

被
遊 

御
崇
敬 

 

折
々
奇
妙
有
故
御
祈
願
ニ
而

御
建
立
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

惟
新
様
御
願
文
有
之
、
八
重
尾
先
祖
代
々
之 

 

御
祭
相
調
申
候 

木
浦
木
吉
牟
田
山
ノ
口 

一
山
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
宮
司 

八
重
尾
筑
右
衛
門 

 

右
𠮷
牟
田
江
八
重
尾
伊
勢
居
住
仕
建
立
ニ
而

代
々 

 

代
宮
司
相
勤
御
祭
自
分
よ
り
相
勤
申
候 
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木
浦
木 

一
若
宮
権
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
    

同
人 

同
所
中
ノ
八
重 

一
山
之
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

同
人 

同
所
芋
八
重 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
山
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
人 

  

右
前
々
よ
り
先
祖
代
々
御
祭
自
分
ゟ
相
勤
申
候   

 

南
西
方
村
之
内
巣
之
浦 

一
天
神 

但
由
来
不
知
（
明
治
六
年
南
西
方
字
横
道
へ
遷
座
現
今
村
社
ナ
リ
） 

社
司 

黒
木
佐
土 

 
 

 

東
方
村
内
赤
木 

一
浜
妙
見 

但
右
同
（
東
方
大
丸
前 

田
ノ
中
ニ
ア
リ
） 

 

東
方
村
内
中
屋
敷 

一
火
大
神 

但
右
同 

 

北
西
方
村
内
永
久
井
野 

一
天
神 

 

但
右
同
（
南
西
方
菅
原
神
社
ニ
合
祀
） 

同
所
橋
谷
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
稲
冨
権
現 

 
 

 

但
由
来
不
知
（
昭
和
二
年
現
存
） 

 

真
方
村
内
長
者
門 

一
山
宮
無
数
大
王 

 

但
右
同 

（
右
同
） 

 

細
野
村
内
佃 

一
聖
大
明
神 

 
 

 

但
右
同 

 

同
所
中
薗
𠮷
元 

 
 

 

一
山
王
社 

 
 

 
 

但
右
同 

 

右
同
雛
守 

一
大
王
権
現 

 
 

 

但
右
同
（
夷
守
ノ
摂
社
ト
ナ
リ
居
レ
リ
） 

 

右
同
仮
屋 

一
八
幡 

 
 

 
 

 

但
右
同
（
明
治
初
年
神
仏
引
別
ノ
際
飯
野
村
八
幡
神
社
へ

合
祀
） 

 
真
方
村
内 

吉
丸
門 

一
水
天
社 

 
 

 
 

但
右
同 
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（
仏
閣
） 

真
方
村
内
田
中 

一
薬
師
堂
（
昭
和
二
年
現
存
） 

 

洲
崎
権
左
衛
門 

 

右
薬
師
堂
由
来
景
行
天
王
之
御
子
ニ
サ
ル
レ
イ
親
王
ト
申
テ
御
座

有
、
四
国
ニ
船
ヲ
呑
、
人
を
の
ミ
人
を
損
害
せ
る
鯨
鯢
有
之
依
渡
海
之

人
な
し
、
し
ん
王
彼
鯨
を
退
治
せ
ん
と
て
四
国
に
わ
た
り
給
ふ
、
彼
御

船
を
の
み
、
人
死
け
る
に
親
王
壱
人
残
り
給
ひ
、
御
も
と
ゆ
い
ニ
長
さ

壱
寸
の
金
童
子
之
所
持
給
ふ
、
彼
薬
師
死
た
る
人
の
口
に
薬
を
ぬ
り
給

へ
ハ
皆
蘇
生
、
其
後
彼
之
鯨
之
服
内
ニ
而
腹
を
破
給
ひ
て
終
ニ
退
治
し

給
ふ
也
、
其
後
親
王
讃
岐
ニ
殿
作
り
住
し
給
ひ
て
彼
薬
師
を
讃
岐
須
崎

堂
ニ
安
置
仕
給
也
、
然
処
ニ
彼
快
範
日
向
諸
県
太
夫
を
被
下
、
讃
岐
よ

り
被
召
移
諸
所
ニ
居
住
ス
、
以
後
三
之
山
ニ
住
ス
、
但
今
ニ
小
林
ト
云

辺
ニ
真
方
名
ヲ
領
ス
、
依
然
彼
洲
崎
之
堂
之
御
薬
師
ヲ
田
中
村
ニ
勧
請

し
奉
也 

  
 

南
西
方
村 

 

熊
之
迫
門 

一
地
蔵
堂 

但
由
来
書
申
伝
義
無
御
座
候 

吉
村
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

谷
屋
敷 

一
釈
迦
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

平
川 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

広
庭
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

上
別
府
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

大
出
水
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

西
立
野
門 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

鬼
目
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

  
 

北
西
方
村 

入
佐
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

大
窪
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

西
種
子
田 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

有
村
屋
敷 
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一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

今
別
府
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

深
草
屋
敷 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

牟
田 

一
薬
師 

 
 

 
 

 
但
右
同 

 

右
者

北
西
方
村
内
牟
田
屋
敷
に
御
堂
有
之
候
得
共
及
廃
壊
候
ニ

付
、
当

時
瀬
太
尾
大
日
堂
ニ

仏
有
之
、
延
宝
年
中
移
候
由
也 

 

脇
屋
敷 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

仮
屋
屋
敷 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

岡
原 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

永
久
井
野 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

 

真
方
村 

保
揚
枝
門 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

北
ノ
薗
屋
敷 

一
地
蔵
堂 
 

 
 

 

但
右
同 

坂
元
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

中
村
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

木
伐
蔵
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

右
同 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

大
豆
別
府 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

 
 

 

東
方
村 

飯
谷
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

下
津
佐
門 

一
虚
空
蔵
堂 

 
 

 

但
右
同 

遊
木
猿
門 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

東
高
津
佐 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 
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内
木
場 

一
不
動
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

内
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

上
之
薗
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

  
 

水
流
迫
村 

山
上
門 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

炭
床
屋
敷 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

渡
内
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

小
園 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

穂
屋
之
下
屋
敷 

 
 

 
 

 
 

 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

萩
窪
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

 
 

  
 

堤
村 

岩
渕
門 

一
虚
空
蔵
堂 

 
 

 

但
右
同 

前
田
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

田
中 

 
 

 
 

 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

橋
口
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

川
無 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

竹
ノ
内 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

堤
門 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

 
 

 
 

細
野
村 

脇
元
門 

一
虚
空
蔵
堂 

 
 

 

但
右
同 

外
永
原
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
十
一
面
観
音
堂 

 

但
右
同 
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宮
之
下
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

徳
永
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

永
田
門 

 
 

 
 

一
馬
頭
観
音
堂 

 
 

但
右
同 

山
中
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

前
満
永
門 

一
十
一
面
観
音
堂 

 

但
右
同 

内
田
門 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

前
田
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

大
塚
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

内
島
田
門 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

但
右
同 

十
日
町 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

南
雑
敷
門 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 

久
保
聞 

一
地
蔵
堂 
 

 
 

 

但
右
同 

柚
木
脇
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

𠮷
元
門 

一
観
音
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

中
薗
門 

一
阿
弥
陀 

 
 

 
 

但
右
同 

上
原
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

橋
場
門 

一
十
一
面
観
音
堂 

 

但
右
同 

大
久
津
門 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

永
野
門 

一
薬
師
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

上
野 

一
地
蔵
堂 

 
 

 
 

但
右
同 

 
真
方
村
上
馬
場 

一
正
観
音
堂 

 
 

 

但
右
同 
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細
野
村
内
五
日
町 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 
 

 

但
右
同 

 

真
方
村
内 

一
阿
弥
陀
堂 

 
 

 
 

 

但
右
同 

 
 

但
御
城
内 

  

（
寺
院
） 

 
 

（
明
治
初
年
神
仏
引
別
の
際
廃
寺
ト
ナ
レ
リ
、
明
治
九
年
地
押

当
時
ノ
地
主
大
山
覚
右
衛
門
大
字
真
方
七
百
三
十
七
番
ノ
一

） 

祈
願
所 

観
音
寺 

 
 

 

 
 

（
同
上
、
当
時
の
地
主
井
上
政
竹
大
字
千

四
百
七
拾
三
番
畑
千
四
百
七
拾
四
番
畑

） 
 

 
  

菩
薩
所 

昌
寿
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
福
寺 

 
 

（
同
上
、
当
時
ノ
地
主
野
元
隼
太

大
字
細
野
参
百
八
拾
九
番
地

） 
   

 
 

 
 

 
    

 
玉
東
庵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
兼
寺 

 
 

 (

同
上
、
当
時
ノ
地
主
木
下
善
助
大

字
細
野
参
千
参
百
参
拾
四
番
地) 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

宝
光
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
聖
院 

 

右
者

諸
寺
院
由
緒
之
儀
可
申
上
由
子
十
二
月 

 

被
仰
渡
候
ニ

付
右
寺
院
由
緒
之
儀
丑
閏
二
月
八
日
ニ 

 
 

 

段
々
申
上
置
候
処
、
此
節
書
記
不
申
候 

 

一
本
尊
正
観
音 

但
木
仏
座
像 

 
 

 
    

宝
珠
庵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

御
免
地 

一
中
興
前
長
善
長
室
良
堅 

和
尚 

一
役
往
尊
龍
代
々
寺
領
也 

一
本
尊
観
音
（

明
治
初
年
神
仏
引
別
ノ
際
廃
寺
ト
ナ
レ
明
治
九
年
地
押
当

時
ノ
地
主
折
田
幸
一
大
字
堤
字
竹
ノ
内
三
百
九
拾
五
番
地

）
龍
雲
庵 

 
 

但
右
寺
由
緒
相
知
不
申
候 

 
 

 
 

   

庵
地
明
寺 

 

右
者

去
丑
閏
二
月
寺
院
由
緒
之
儀
申
上
節 

 

明
寺
之
処
不
申
上
候
ニ

付
、
此
節
書
付
指
上
申
候 

 
 

 
 

 
 

 

 

右
者

神
社
仏
閣
之
由
来
并
寺
院
相
改
可
差
上 

之
由
、
当
七
月
朔
日
御
覚
書
を
以
被
仰
渡
候
ニ

付 

書
記
差
上
申
候
、
以
上 

 
 

寅 

十
一
月
廿
八
日 

 
 

小
林
噯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
木
七
郎
右
衛
門 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

須
崎 

権
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
野 

平
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
之
口
丑
左
衛
門 

寺
社
御
奉
行
所 

 
 

 

御
中
執
衆
中 
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元
禄
十
丑
年 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

純
法
印 

霧
島
山
仏
花
林
寺
錫
杖
院
并
神
徳
院
由
緒 

  
 

文
禄
年
中
御
祈
祷
之
事 

一
文
禄
三
年
甲
午
、
為
高
麗
陣
旅
之
御
精
祈
、
加
久
藤
城
下 

 

堂
薗
一
本
杉
下
仮
構
精
舎
、
屈
護
持
僧
宥
淳
法
印
一
人 

 

真
読
法
華
妙
典
一
千
部
焉
法
印
日
夜
精
誦
、
暫
無
倦 

 

時
不
踰
三
載
、
已
畢
部
数
矣

慶
長

元
年

、
大
哉
真
文
読
誦 

 

功
不
唐
捐
詳
瑞
通
干
、
異
朝
焉
繇
之
、 

義
弘
主
輙 

 

亡
数
万
強
敵
唱
凱
歌
、
御
帰
朝
之
后
慶
長
四
年
己
亥 

 

三
月
、
一
本
杉
下
起
立
一
基
石
塔
令
供
養
千
部
金
文 

 

云
々 

一
本
杉
枯
朽
、
石
塔
今
尚
現
在
其 

 

地
□ 

・
・
・
・
・
・
・ 

  
 

御
名
代 

 
 

新
納
武
蔵
殿 

 

は
る
か
な
る 

襲
の
た
か
ね
の
雲
な
ら
ん 

御
法
の
庭
の
花
の
け
し
き
は 

 
 

御
返
歌 

 
 

宥
淳
法
印 

 
君
な
ら
で 

心
も
つ
け
し
襲
の
山
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

雲
の
見
の
り
の
花
の
い
ろ
と
は 

 

＊
右
は
本
文
仏
閣
補
注
の
内
、
法
華
真
読
一
千
部
供
養
石
塔
の
史
料 

と
し
て
使
用
し
、
現
代
文
訳
は
本
文
に
記
す
。 

 

史料：霧島山仏花林寺錫杖院并神徳院由緒帳より抜粋、文禄年中御祈祷之事 
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著
者
略
歴 

千
九
百
四
十
二
年
生
ま
れ
、
小
林
市
出
身
、
横
浜
在
住 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
で
四
十
年
勤
務
、 

退
職
後
古
文
書
解
読
を
学
ぶ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
大
船
庵
」
に 

五
十
件
余
の
近
世
古
文
書
の
解
説
と
現
代
文
訳
註
及
び
翻
刻
を 

掲
載
。
一
部
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
版
に
登
録
、
落
穂
集
、 

岩
淵
夜
話
、
薩
州
旧
伝
記
、
小
林
誌
等 

 

小
林
史
談
会
会
員
、
日
本
古
文
書
学
会
会
員 
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浜ノ瀬ダム全景 
木浦木の名は子供の頃から聞いていたが、小林最北

端の深山の中にあり秘境と云うイメージがあった。此
度の著作にあたり羽島俊二郎氏による四度にわたる
現地調査、及び市内に住む元住民の八重尾家の人々へ
の聞取りのお陰で秘境の文化の記録を多少なりとも
本書に留める事ができた。 
写真は羽島俊二郎氏による。このダムの奥の方、岩

瀬川に沿った深山の中に木浦木は位置する 
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